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「
令
和
時
代
」が
幕
開
け

　

今
か
ら
50
年
前
の
１
９
６
９
年
（
昭
和

44
年
）
は
、
東
名
高
速
道
路
が
全
線
開
通

す
る
な
ど
、
現
在
も
日
本
の
交
通
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
節
目
を
迎
え
た
年

だ
っ
た
。
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
行
わ
れ

た
社
会
資
本
整
備
は
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
」

を
発
揮
し
、
日
本
の
産
業
競
争
力
を
高

め
、
国
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が

っ
た
。

　

こ
の
50
年
の
間
に
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
、バ
ブ
ル
崩
壊
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
歴
史
上
の
大
き
な
転

換
点
と
な
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
昭
和

か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
る
中
で
、
建
設

業
は
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
、
そ
の
使
命

を
果
た
し
て
き
た
。
令
和
の
時
代
も
建
設

業
が
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
史
上
初
め
て
月
面

の
有
人
着
陸
に
成
功
し
て
か
ら
今
年
で
50

年
。
人
類
が
移
動
す
る
先
は
国
内
か
ら
世

界
、
そ
し
て
宇
宙
空
間
へ
と
広
が
り
、
移

動
手
段
も
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い

る
。
新
た
な
50
年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

技
術
革
新
が
進
み
、
地
上
は
も
と
よ
り
上

空
の
人
工
衛
星
か
ら
地
下
空
間
の
情
報
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
最
大

限
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上
、
そ
し
て

担
い
手
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
建
設
業
界

は
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
挑
戦
し
、
常
に

進
化
を
続
け
る
こ
と
で
、
次
代
を
担
う
若

者
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
だ
。

時代に挑み、次代をつかめ。
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インフラデータ活用新時代

　

建
設
現
場
の
生
産
性
を
２
０
２

５
年
度
ま
で
に
２
割
向
上
さ
せ
る

ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
の
工
種
拡
大
、
現
場
作
業
の

効
率
化
、
施
工
時
期
の
平
準
化
が

全
国
で
進
ん
で
い
る
。
国
土
交
通

省
で
は
、
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
関

し
て「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」

の
実
現
に
向
け
て
、
測
量
・
調
査

か
ら
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
に

至
る
ま
で
建
設
生
産
・
管
理
シ
ス

テ
ム
全
体
に
お
け
る
３
次
元
デ
ー

タ
の
活
用
、
新
技
術
・
新
工
法
の

導
入
な
ど
を
加
速
し
て
い
る
。

　

19
年
度
か
ら
は
、
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
モ
デ
ル

事
務
所
に
お
け
る
「
３
次
元
情
報

活
用
モ
デ
ル
事
業
」
の
推
進
に
加

え
、
全
国
に
設
置
し
た
サ
ポ
ー
ト

事
務
所
で
地
方
自
治
体
や
地
域
企

業
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
、
地

方
で
の
普
及
・
拡
大
促
進
に
乗
り

出
し
た
。

　

16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

土
工
を
皮
切
り
に
、
主
要
工
種
で

は
順
次
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
工
種
が

拡
大
さ
れ
て
い
る
。
道
路
工
事
と

河
川
工
事
に
関
し
て
は
、
20
年
度

に
は
全
て
の
主
要
工
種
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　

３
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
て
社
会

資
本
の
整
備
や
管
理
を
効
率
化
・

高
度
化
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

は
、
適
用
事
業
を
拡
大
し
、
直
轄

事
業
で
19
年
度
に
４
０
０
件
の
適

用
を
目
標
と
す
る
。
ま
た
21
年
度

ま
で
に
共
通
分
野
に
配
慮
し
た
要

領
を
策
定
し
、
中
長
期
的
に
は
方

式
を
問
わ
ず
全
事
業
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
原
則
適
用
し
て
い
く
。

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
全
体

の
３
次
元
化
に
関
し
て
は
、
21
年

度
ま
で
に
３
次
元
を
主
と
す
る
契

約
の
基
準
化
を
図
り
、
将
来
的
に

は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
主
と
す
る

契
約
を
標
準
化
す
る
。

　

新
し
い
建
設
現
場
の
イ
メ
ー
ジ

を
社
会
に
浸
透
さ
せ
、
全
国
の
建

設
現
場
を
新
３
Ｋ
（
給
料
が
良

い
、
休
日
が
取
れ
る
、
希
望
が
持

て
る
）
の
魅
力
あ
る
現
場
に
劇
的

に
変
え
る
次
世
代
の
建
設
業
を
代

表
す
る
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
取
り
組
み
は
、
今
後

も
飛
躍
的
に
進
む
見
込
み
だ
。

　

国
土
交
通
省
や
民
間
等
が
保
有

す
る
デ
ー
タ
を
連
携
し
、
ｉ
―
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で
得

ら
れ
る
３
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
に

加
え
て
、
経
済
活
動
、
自
然
現
象

に
関
す
る
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
や
施

策
の
高
度
化
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
技
術
革
新
の
創
出
を
目
指
す

「
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
（
仮
称
）」
を
整
備
す
る

動
き
が
進
ん
で
い
る
。

　

国
交
省
で
は
▽
構
造
物
、
地

盤
、
地
図
な
ど
国
土
に
関
す
る
デ

ー
タ
▽
交
通
、
物
流
、
観
光
な
ど

経
済
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
▽
気

象
、
防
災
な
ど
自
然
現
象
に
関
す

る
デ
ー
タ
―
な
ど
を
数
多
く
保
有

し
て
い
る
。
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
は
、
現
実
空
間
の
事
象
を
サ

イ
バ
ー
空
間
に
再
現
す
る
こ
と

で
、
課
題
の
解
決
と
と
も
に
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
や
新
し
い

産
業
の
創
出
に
つ
な
げ
る
考
え
。

　

２
０
１
９
年
度
に
は
基
盤
地
図

上
に
地
盤
デ
ー
タ
と
構
造
物
デ
ー

タ
を
位
置
情
報
で
ひ
も
付
け
、
同

一
地
図
上
に
表
示
す
る
こ
と
に
加

え
、
一
部
の
地
域
で
都
市
の
３
次

元
モ
デ
ル
化
を
試
作
す
る
。

　

ま
た
20
年
度
ま
で
に
、
分
野
ご

と
に
デ
ー
タ
の
横
断
的
検
索
や
取

得
を
支
援
す
る
機
能
を
有
す
る
連

携
基
盤
を
構
築
す
る
ほ
か
、
国
土

地
理
院
の
３
次
元
地
形
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
３
次
元
地
図
上
で
構
造

物
や
地
盤
の
情
報
を
検
索
・
表
示
・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
「
イ
ン
フ

ラ
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
構
築
す
る
見
通
し
だ
。

　

22
年
度
ま
で
に
は
国
土
交
通
分

野
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
同
一
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
検
索
可
能
と

し
、
同
一
の
３
次
元
地
図
上
で
表

示
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
さ
ら
に
民
間
保
有
デ
ー

タ
と
の
連
携
に
加
え
、
デ
ー
タ
項

目
を
標
準
化
す
る
こ
と
で
各
自
治

体
に
お
け
る
成
果
品
納
品
時
の
要

件
を
設
定
す
る
な
ど
、
自
治
体
と

の
デ
ー
タ
連
携
も
行
う
。

　

物
流
の
効
率
化
、
観
光
振
興
、

防
災
関
連
で
の
利
活
用
も
想
定
さ

れ
る
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
整
備
に
よ
り
、
イ
ン

フ
ラ
デ
ー
タ
の
活
用
は
新
た
な
時

代
に
入
る
。

次
世
代
の
建
設
現
場
着
々
と

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
の
高

速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

も
た
ら
す
「
国
土
構
造
の
大
き
な

変
革
」
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
、
目
指
す
方
向
性
や
必

要
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
た

国
土
交
通
省
の
「
ス
ー
パ
ー
・
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想
検
討
会
」
の

最
終
報
告
書
が
５
月
に
ま
と
ま
っ

た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

に
よ
り
東
京
―
大
阪
間
の
時
間
距

離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
国
内
各

地
間
の
移
動
時
間
が
短
く
な
り
、

三
大
都
市
圏
の
成
長
力
が
全
国
に

波
及
す
る
。
対
流
が
活
発
化
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
創
造

し
、
日
本
全
体
の
持
続
的
な
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
核
と
な
る
。

　

三
大
都
市
圏
の
目
指
す
方
向
性

で
は
、
個
性
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、

相
互
の
対
流
を
活
発
化
す
る
こ
と

で
一
体
化
し
、
巨
大
経
済
圏
の
創

造
を
目
指
す
。
中
間
駅
周
辺
地
域

は
、
多
様
な
人
材
が
行
き
交
う
新

た
な
拠
点
と
な
る
た
め
、
地
域
の

強
み
を
生
か
し
た
新
し
い
産
業
の

創
出
や
、
大
都
市
と
地
方
に
ま
た

が
る
生
活
様
式
を
提
供
す
る
こ
と

で
新
た
な
地
方
創
生
を
図
る
。
さ

ら
に
全
国
に
広
が
る
高
速
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
世
界
最
大

の
巨
大
都
市
圏
「
ス
ー
パ
ー
・
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
効
果
の
広
域

的
な
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

各
地
域
を
活
力
あ
る
関
係
で
結

び
、
技
術
革
新
を
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題

を
一
体
的
に
解
決
し
、
人
口
減
少

の
時
代
に
対
す
る
新
た
な
成
長
の

実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
「
品
川
―

名
古
屋
」
間
は
、
２
０
２
７
年
の

開
業
が
目
標
。
大
阪
ま
で
の
全
線

開
業
は
45
年
を
予
定
す
る
が
、
財

政
投
融
資
を
活
用
し
た
長
期
借
入

に
よ
り
、
名
古
屋
開
業
後
に
連
続

し
て
大
阪
へ
の
工
事
に
速
や
か
に

着
手
す
る
こ
と
で
、
全
線
開
業
ま

で
の
期
間
を
最
大
８
年
前
倒
す
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

三
大
都
市
圏
、
リ
ニ
ア
沿
線
以

外
の
中
枢
・
中
核
都
市
に
お
い
て

も
、
自
ら
世
界
に
直
結
し
、
ス
ー

パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
と
の
相

乗
効
果
を
発
揮
す
る
「
持
続
可
能

な
成
長
の
拠
点
」
と
し
て
飛
躍
す

る
可
能
性
も
秘
め
る
。

国
土
構
造
は
大
変
革
へ

スーパー・メガリージョン構想進むｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ

　建設業界にとって激動の時代と言える平成が幕を閉じ、令和
時代が始まった。本格化する働き方改革、ＩＣＴをはじめとす
る新技術活用の流れに加え、新時代と歩調を合わせるように建
設キャリアアップシステム、特定技能外国人の受け入れ、新・
担い手３法の成立など今後の建設業界の鍵を握る新たな取り組
みが動き出した。建設業界は令和の時代も、引き続き時代の潮
流に合わせた変革を進めながら、社会資本整備や地域を守る担
い手としての役割を果たし続ける必要がある。

建設業の存在示せ
i-Constructionは「貫徹」へ

〈ICT-Full活用工事〉
土工、舗装工等に加えて、2019年度より新たに地盤改良工、付帯構造物設置工、法面工
などの土木工事の大部分でＩＣＴを導入し、省人化や施工時間の短縮を図る

〈３次元情報活用モデル事業の実施〉
調査・設計から維持管理まで３次元設計やＩＣＴ等の新技術の導入を加速化させるプロ
ジェクトとして、2019年度に全国でモデル事業を実施

〈i-Constructionサポート事務所の設置〉
地方自治体等のi-Constructionの普及・拡大を図るため、各都道府県にICT-Full活用工事
の実施や地域の取り組みをサポートする「i-Constructionサポート事務所」を全国53カ所
に設置

スーパー・メガリージョン構想の目指す方向性
①新たな価値を生み出すために
　・知的対流を創出・強化し、国内外の多様な対流を活発化
　・全国各地の個性を結びつけ、価値創造を図る
②持続可能な社会を形成するために
　・�新たなビジネススタイル・ライフスタイルを見据え、さまざまな社会システムを
転換

　・各地域の個性や多様性を重視する価値観の下で、地域の魅力を強化
③グローバルマーケットで羽ばたくために
　・�国内マーケットだけでなく海外マーケットで評価される新たな産業・サービスを
創出

　・�グローバル人材の育成に加え、国内制度や商慣行等の「内なる国際化」を推進

土工を皮切りに、主要工種から順次、ICT施工の工種を拡大
2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度以降

生産性革命元年 前進の年 深化の年 貫徹の年
ICT土工 ⇒

ICT舗装工（17年度アスファルト舗装・18年度コンクリート舗装） ⇒
ICT浚渫工 ⇒

ICT浚渫工（河川） ⇒
ICT地盤改良工 ⇒
ICT法面工 ⇒
ICT付帯構造物設置工 ⇒

※測量分野については、2018年度からICT活用拡大（１基準を新規策定、１基準を改定）
※維持管理分野（点検）については、2018年度からICT活用拡大（２基準を新規策定）
※�建築分野（官庁営繕）については、2018年度からICT活用拡大（１基準を新規策定、
　１基準を改定）

出典：国土交通省のスーパー・メガリージョン構想検討会最終とりまとめ

インフラ・データプラットフォームの構築・拡充

国土に関するデータ（インフラ・データプラットフォーム）

オンライン電子納品　

測量・調査 維持管理設　計 施　工

i-Constructionの取り組み

ドローン等を活用
した３次元測量

ＢＩＭ／ＣＩＭに
よる３次元設計

３次元データに基づく
施工、品質管理

ロボットやセンサーによる
３次元点検データの取得

情報共有システム
（測量・調査者、設計者、施工者、発注者、施設管理者間での情報共有）

各管理者の維持管
理情報システムの
構築

経済活動に関するデータ（公共交
通データ、港湾関連データなど）

自然現状に関するデータ
（気象データなど）

民間建築物データ
構造物データ
地盤データ
基盤地図

国土交通データプラットフォーム（仮称）の整備
※2022年度までに分野間のデータ連携基盤の整備等を目指す〈データ利活用のイメージ〉

　・都市の３次元データに交通データ等を組み合わせ、新たなモビリティサービスの導
　　入効果を検証
　・人流データを解析することで、災害時の避難シミュレーションを実現
　・日照や風などの気象データを解析することで、最適なヒートアイランド対策を実現

⇒ ⇒ ⇒

⬇ ⬇ ⬇

⬇

➡

➡

⬅

⬅

⬇

⬇

新
た
な
技
術
革
新
に
期
待



2019年（令和元年）6月21日（金曜日）（3） ～建設業の未来へ 2019～

「新・担い手３法」が成立「22世紀の国づくり」提言

建設技能者の処遇改善に本腰

　

建
設
業
法
、
入
札
契
約
適
正

化
法
、
公
共
工
事
品
確
法
の
改

正
に
伴
い
、「
新
・
担
い
手
３
法
」

が
成
立
し
た
。
建
設
業
法
お
よ

び
入
札
契
約
適
正
化
法
の
一
部

改
正
で
は
、
著
し
く
短
い
工
期

に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結
を
禁

止
し
、
違
反
者
に
は
勧
告
等
を

実
施
す
る
こ
と
、
現
場
の
技
術

者
に
関
す
る
規
制
の
合
理
化
、

公
共
工
事
の
入
札
契
約
適
正
化

指
針
の
記
載
事
項
へ
の
工
期
確

保
に
関
す
る
事
項
の
追
加
な
ど

を
行
っ
た
。

　

公
共
工
事
品
確
法
の
改
正
で

は
、
災
害
時
の
緊
急
対
応
の
充

実
強
化
と
し
て
、
緊
急
性
に
応

じ
て
随
意
契
約
等
の
適
切
な
入

札
・
契
約
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
や
建
設
業
者
団
体
等
と
の
災

害
協
定
の
締
結
な
ど
災
害
復
旧

工
事
等
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実

施
の
た
め
の
体
制
整
備
を
発
注

者
の
責
務
と
す
る
。
ま
た
適
正

な
工
期
の
設
定
や
公
共
工
事
の

施
工
時
期
の
平
準
化
の
た
め
の

債
務
負
担
行
為
・
繰
越
明
許
費

の
活
用
に
よ
る
翌
年
度
に
わ
た

る
工
期
設
定
な
ど
、
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
も
規
定
。
さ
ら
に

調
査
・
設
計
の
品
質
確
保
を
図

る
た
め
、
公
共
工
事
に
関
す
る

調
査
等
に
つ
い
て
も
公
共
工
事

と
同
様
に
広
く
同
法
の
対
象
に

規
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

急
速
な
高
齢
化
と
若
者
離
れ

が
進
む
建
設
業
界
で
は
中
長
期

的
な
担
い
手
確
保
が
喫
緊
の
課

題
。
令
和
の
時
代
に
は
、
新
・

担
い
手
３
法
の
も
と
、
長
時
間

労
働
を
是
正
し
、
限
り
あ
る
人

材
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
建
設

現
場
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、

地
域
の
「
守
り
手
」
と
し
て
持

続
可
能
な
環
境
を
構
築
す
る
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　

土
木
学
会
「
22
世
紀
の
国
づ

く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

が
５
月
28
日
に
、
想
定
さ
れ
る

将
来
像
と
あ
る
べ
き
未
来
像
の

提
言
を
発
表
し
た
。
現
在
想
定

さ
れ
る
近
未
来
の
諸
課
題
解
決

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
望
ま

し
い
将
来
像
を
描
き
、
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
社
会
資

本
整
備
を
明
確
に
し
、
土
木
分

野
内
外
で
構
想
と
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。

　

22
世
紀
の
国
づ
く
り
に
向
け

て
は
、
土
木
学
会
や
土
木
分
野

の
関
係
者
が
、
22
世
紀
を
見
据

え
た
望
ま
し
い
国
土
の
議
論
に

参
画
し
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

特
に
次
世
代
と
次
々
世
代
を
見

据
え
、
社
会
基
盤
の
価
値
が
今

よ
り
も
格
段
に
高
ま
る
よ
う

に
、
生
活
圏
の
集
約
化
や
そ
れ

に
伴
う
社
会
基
盤
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
戦
略
的
再
構
築
、
長
期

的
な
国
土
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

つ
こ
と
を
求
め
た
。

　

ま
た
情
報
通
信
網
、
人
工
知

能
な
ど
の
先
端
技
術
を
用
い

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
増
大
し
、
森
林
資
源
や

都
市
鉱
山
な
ど
の
資
源
が
循
環

利
用
さ
れ
、
自
然
と
共
生
し
た

観
光
立
国
・
海
洋
立
国
と
い
っ

た
側
面
も
際
立
つ
よ
う
な
、
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
提
言

し
た
。

　

巨
大
災
害
対
策
や
地
方
人
口

を
安
定
化
す
る
目
的
か
ら
は
、

道
州
制
な
ど
持
続
可
能
な
地
方

圏
を
創
設
す
る
制
度
や
、人
材
・

資
源
が
過
度
に
集
中
せ
ず
適
正

に
分
布
配
置
さ
れ
る
仕
組
み
な

ど
の
構
築
・
導
入
を
早
期
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

防
災
の
関
係
で
は
、
事
前
復

興
計
画
の
策
定
や
防
災
省
の
創

設
な
ど
、
来
る
べ
き
巨
大
地
震

や
極
端
な
気
象
の
頻
発
な
ど
に

よ
る
国
難
へ
の
備
え
を
万
端
に

す
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。

　

建
設
技
能
者
の
保
有
資
格
、

社
会
保
険
加
入
状
況
、
就
業
履

歴
な
ど
を
業
界
横
断
的
に
登

録
・
蓄
積
す
る
「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）」
の
本
格
運
用
が
４
月
か

ら
始
ま
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
活

用
に
よ
り
、
技
能
者
が
能
力
や

経
験
に
応
じ
た
処
遇
を
受
け
ら

れ
る
環
境
を
整
備
し
、
今
後
も

建
設
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
の
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
期
待
は
大
き
い
。
運
用
開
始

初
年
度
で
１
０
０
万
人
の
技
能

者
登
録
、
５
年
で
全
て
の
技
能

者
の
登
録
が
目
標
だ
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
シ
ス
テ

ム
に
蓄
積
さ
れ
る
就
業
履
歴
や

保
有
資
格
を
活
用
し
た
技
能
者

の
能
力
評
価
制
度
を
構
築
。
今

後
、
技
能
者
の
経
験
や
資
格
に

応
じ
て
▽
レ
ベ
ル
１
（
初
級
技

能
者
）
▽
レ
ベ
ル
２
（
中
堅
技

能
者
）
▽
レ
ベ
ル
３
（
職
長
と

し
て
現
場
に
従
事
で
き
る

者
）
▽
レ
ベ
ル
４
（
登
録

基
幹
技
能
者
）に
分
け
、レ

ベ
ル
別
に
色
分
け
さ
れ
た

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
カ

ー
ド
を
発
行
し
て
い
く
。

能
力
評
価
基
準
の
策
定
主

体
で
あ
る
登
録
基
幹
技
能

者
講
習
実
施
機
関
（
34
職

種
・
43
団
体
）
で
は
、
本

年
度
中
に
能
力
評
価
基
準

案
を
取
り
ま
と
め
、
国
土
交
通

大
臣
へ
の
申
請
完
了
と
２
０
２

０
年
度
か
ら
４
種
類
の
カ
ー
ド

交
付
の
原
則
化
を
目
指
す
。

　

シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
た
就

業
履
歴
デ
ー
タ
を
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
（
建
退
共
）
が
提

供
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

読
み
込
む
こ
と
で
、
元
請
け
に

対
す
る
請
求
書
類
や
就
労
実
績

報
告
書
を
電
子
的
に
作
成
可
能

と
す
る
、
建
退
共
事
務
の
効
率

化
も
進
む
見
通
し
だ
。

　

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
は

本
年
を
「
建
設
技
能
者
元
年
と

も
言
う
べ
き
大
変
重
要
な
１

年
」と
位
置
付
け
た
。現
場
で
働

く
技
能
者
が
誇
り
を
持
ち
、
生

涯
に
わ
た
り
建
設
業
で
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
と
す
る
た
め
、

業
界
と
連
携
し
な
が
ら
各
種
施

策
に
取
り
組
む
考
え
を
示
し
て

い
る
。
大
き
な
環
境
の
変
化
を

契
機
に
、
業
界
全
体
で
現
場
を

支
え
る
技
能
者
の
処
遇
改
善
に

つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〝令和時代〟を生き抜く変革で
働
き
方
改
革
後
押
し

鍵
を
握
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

将
来
像
描
き
議
論
へ

先
行
モ
デ
ル
15
事
業

●建設業法および入札契約適正化法の改正
⒈建設業の働き方改革の促進
　⑴長時間労働の是正（工期の適正化等）
　　■�中央建設業審議会が、工期に関する基準を作成・勧告。また、著しく短い工期による請負

契約の締結を禁止し、違反者には国土交通大臣等から勧告等を実施
　　■�公共工事の発注者に、必要な工期の確保と施工時期の平準化のための方策を講ずることを

努力義務化
　⑵現場の処遇改善
　　■建設業許可の基準を見直し、社会保険への加入を要件化
　　■下請け代金のうち、労務費相当分については現金払い
⒉建設現場の生産性の向上
　⑴限りある人材の有効活用と若者の入職促進
　　■工事現場の技術者に関する規制を合理化
　　　ⅰ�元請けの監理技術者に関し、これを補佐する制度を創設し、技士補がいる場合は複数現

場の兼任を容認
　　　ⅱ下請けの主任技術者に関し、一定未満の工事金額等の要件を満たす場合は設置を不要化
　⑵建設工事の施工の効率化の促進のための環境整備
　　■�建設業者が工場製品等の資材の積極活用を通じて生産性を向上できるよう、資材の欠陥に

伴い施工不良が生じた場合、建設業者等への指示に併せて国土交通大臣等は建設資材製造
業者に対し改善勧告・命令ができる仕組みを構築

⒊持続可能な事業環境の確保
　　■�経営業務に関する多様な人材確保等に向け、経営管理業務責任者に関する規制を合理化
　　■合併・事業譲渡等に際し、事前認可の手続きにより円滑に事業承継できる仕組みを構築

●公共工事品質確保法の改正
⒈災害時の緊急対応の充実強化
　【発注者の責務】
　①緊急性に応じて随意契約・指名競争入札等適切な入札・契約方法を選択
　②建設業者団体等との災害協定の締結、災害時における発注者の連携
　③労災補償に必要な保険契約の保険料等の予定価格への反映、災害時の見積もり徴収の活用
⒉働き方改革への対応
　【発注者の責務】
　①休日、準備期間、天候等を考慮した適正な工期の設定
　②�公共工事の施工時期の平準化に向けた、債務負担行為・繰越明許費の活用による翌年度にわ
たる工期設定、中長期的な発注見通しの作成・公表等

　③設計図書の変更に伴い工期が翌年度にわたる場合の繰越明許費の活用等
　【公共工事等を実施する者の責務】
　適正な額の請負代金・工期での下請け契約の締結
⒊生産性向上への取り組み
　【発注者・受注者の責務】情報通信技術の活用等を通じた生産性の向上
⒋調査・設計の品質確保
　�公共工事に関する調査等（測量、地質調査その他の調査および設計※点検・診断を含む）につ
いて広く法律の対象として位置付け

提言 １
22世紀の国づくりを考えるために、社会経済や個別技術の動向に加えて、「幸�
せ」とは何か、人類が目指す幸福とは何かについて議論していく

提言 ２
国家100年の計が人材育成なら、国家1000年の計は文化の醸成と伝承である。
より良く生きられる文化を生み出し、次世代に継承できる社会構築を目指す

提言 ３
「22世紀の世界の中の日本」像を野心的に想い描き、実現に向け行動を開始する

CCUSの導入現場が増えてきた

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
新
技
術
や
官

民
の
デ
ー
タ
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
、
都
市
・
地
域
の
課
題

解
決
に
つ
な
げ
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
取
り
組
み
が
動
き
出
し

た
。
国
土
交
通
省
は
５
月
末
に

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
先
行
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
15
事

業
、「
重
点
事
業
化
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
23
事
業
を

選
定
し
た
。
ま
た
モ
デ
ル
事
業

に
応
募
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

う
ち
、
71
団
体
を
「
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に

位
置
付
け
、
内
閣
府
、
総
務
省

と
共
同
で
今
夏
に
も
立
ち
上
げ

る
官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
関

係
府
省
連
携
で
支
援
す
る
。

　

世
界
各
地
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
が
進
む
中
、
日
本
で
も
Ｉ
ｏ

Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
基
本
に
、
便

利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
見
通
し
だ
。
新
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
に
地
域
建
設
業
の
積
極

的
な
参
画
を
期
待
し
た
い
。

スマートシティ始動

◆先行モデルプロジェクト（15事業）
実施地区 対象区域

北海道札幌市 市の中心部および郊外
秋田県仙北市 市全域
茨城県つくば市 市全域
栃木県宇都宮市 市全域
埼玉県毛呂山町 町全域
千葉県柏市 柏の葉キャンパス駅周辺
東京都千代田区 大手町・丸の内・有楽町エリア
東京都江東区 豊洲エリア
静岡県熱海市・下田市 熱海市市街地・下田市市街地
静岡県藤枝市 市全域
愛知県春日井市 高蔵寺ニュータウン
愛知県精華町・木津川市 けいはんな学研都市（精華・西木津地区）
島根県益田市 市全域
広島県三次市 川西地区
愛媛県松山市 中心市街地西部
◆重点事業化促進プロジェクト（23事業）

実施地区 対象区域
宮城県仙台市 泉パークタウン
茨城県守谷市 市全域
群馬県前橋市 市全域
埼玉県さいたま市 美園地区、大宮駅周辺地区
東京都大田区 羽田空港跡地第１ゾーン
神奈川県横浜市 みなとみらい２１地区
神奈川県川崎市 新百合ヶ丘駅周辺地区
神奈川県横須賀市 市全域
新潟県新潟市 市全域
福井県永平寺町 町全域
岐阜県岐阜市 市全域
愛知県岡崎市 乙川リバーフロントエリア
大阪府大阪市 うめきた２期地区、夢洲地区
兵庫県加古川市 市全域
岡山県倉敷市 中心市街地
広島県呉市 市全域
広島県福山市 市全域
徳島県美波町 町全域
香川県高松市 市全域
愛媛県新居浜市 市全域

福岡県福岡市 九州大学箱崎キャンパス跡地等及び周
辺地域

長崎県島原市 島原半島
熊本県荒尾市 南新地地区
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埼
玉
県
建
設
業
協
会
青
年
経
営
者
部
会
は
次
世
代
の
経
営
者
で
構
成
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
情
報
発
信
、
海
外
視
察
研
修
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
発
注
者
と
の
意
見
交
換
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
年
間

を
通
し
て
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
各
会
員
は
任
意
で
参

加
で
き
る
。
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
刺
激
を
与
え
合
い
、
自
社
の
経
営
に
生

か
し
て
い
る
と
い
う
。
平
岩
敏
和
部
会
長
以
下
、
部
会
幹
部
の
９
人
が
働
き

方
改
革
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
、
外
国
人
材
活
用
な
ど
を
切
り
口
に
、
近
未
来
の
地

域
建
設
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ま
た
各
自
に
部
会
へ
の
思
い

を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

埼玉県建設業協会
青年経営者部会

幹部座談会

　

建
設
工
事
は
「
単
品
受
注
、
屋
外
施

工
」
が
中
心
で
「
工
場
製
造
、
大
量
生

産
」
と
は
対
極
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
大
前
提
の
中
で
、
長
時
間
労
働

の
是
正
や
週
休
２
日
制
の
導
入
な
ど
働

き
方
改
革
を
進
め
、
若
い
人
材
の
入

職
、
定
着
な
ど
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

る
。

　

栗
原
雄
一
氏
（
三
光
建
設
）
は
民
間

建
築
工
事
に
つ
い
て
「
適
正
工
期
や
適

正
予
算
に
つ
い
て
の
認
識
が
甘
い
の
が

実
態
。
厳
し
い
工
期
が
入
札
参
加
条
件

に
な
っ
て
い
て
受
注
を
断
念
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
」
と
明
か
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
改
善
す
る
た
め
に
「
公
共
工
事
で

始
ま
っ
て
い
る
週
休
２
日
モ
デ
ル
工
事

な
ど
の
取
り
組
み
が
波
及
し
て
、
民
間

工
事
の
施
主
の
意
識
も
変
わ
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
考
え
て
い
る
。

　

平
岩
氏
（
平
岩
建
設
）
は
国
や
県
の

工
事
で
は
「
発
注
者
と
受
注
者
と
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
雰
囲
気
が
あ

り
、
や
る
気
も
自
然
と
湧
い
て
く
る
」

と
し
た
上
で
、
民
間
工
事
に
つ
い
て
は

「
い
わ
ば
野
放
し
の
状
態
」
と
の
認
識

を
示
す
。「
民
間
工
事
で
あ
っ
て
も
国

や
第
三
者
機
関
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う

な
仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
、
な
か
な
か

難
し
い
と
い
う
の
が
実
感
」と
語
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
関
係
の
土
木
工
事
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
吉
川
祐
介
氏
（
金
杉

建
設
）
は
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
会
社

の
働
き
方
改
革
で
大
き
く
舵
を
切
っ

た
。
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
「
原

則
、
土
日
休
み
を
導
入
」。
そ
の
た
め

に
稼
動
日
が
減
る
こ
と
に
な
る
作
業
員

に
配
慮
し
て
、
労
務
単
価
を
引
き
上
げ

た
と
い
う
。「
現
在
は
週
休
２
日
を
達

成
す
る
と
経
費
の
補
正
が
得
ら
れ
る

が
、
さ
ら
に
進
め
て
、
土
日
に
作
業
し

　

国
土
交
通
省
が
強
力
に
推
進
し
て
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
。
県
も
２
０
１
７
年
度

か
ら
原
則
と
し
て
土
工
量
１
０
０
０
㎥

以
上
の
工
事
で
適
用
。
19
年
度
か
ら
は

舗
装
工
事
の
試
行
体
制
を
整
え
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
は
、
土
工
量
の
多
い
大
規
模

な
現
場
で
の
生
産
性
向
上
に
絶
大
な
効

果
を
発
揮
す
る
。
た
だ
中
小
規
模
の
案

件
で
馴
染
む
の
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る

ほ
か
、
初
期
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
地
域

建
設
業
の
取
り
組
み
に
は
現
状
で
温
度

差
が
あ
る
。

　

吉
川
氏
は
「
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

う
ち
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工
を
活
用
す
れ
ば
、

工
事
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
現
場
の
省
力

化
は
か
な
り
期
待
で
き
る
」
と
語
る
。

ま
た
「
当
初
は
土
量
が
多
い
工
事
に
最

適
だ
と
捉
え
て
い
た
が
、
自
社
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
を
保
有
し
て
使
い
こ
な
し
て
い

く
と
、
通
常
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
や
り
た
が
ら

な
い
現
場
の
方
が
、
実
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

に
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
付

い
た
」
と
い
う
。

　

実
際
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
対
象
で
は

な
い
工
事
で
も
、
自
社
の
判
断
で
取
り

入
れ
て
い
る
工
事
が
多
く
あ
る
」
と
述

べ
、
例
え
ば
仮
設
道
路
の
周
り
の
側
溝

を
掘
る
際
に
も
丁
張
り
な
し
の
省
力
化

施
工
を
実
行
し
て
い
る
。

　

荒
木
隆
憲
氏
（
荒
木
建
設
工
業
）
も

国
交
省
関
係
の
工
事
で
数
件
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
実
績
が
あ
る
。
い
ず
み
高
校
の
生

徒
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
開
い
た

際
、
生
徒
か
ら
「
泥
臭
い
土
木
の
イ
メ

ー
ジ
で
は
な
く
、
格
好
良
い
近
代
的
な

現
場
が
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
「
私
も
現
場
を
や
っ
て

い
た
の
で
実
感
と
し
て
分
か
る
が
、
法

面
に
丁
張
り
を
掛
け
て
作
業
す
る
の
は

結
構
大
変
。
検
査
前
に
雨
が
降
る
と
、

丁
張
り
を
掛
け
た
と
こ
ろ
が
駄
目
に
な

っ
て
し
ま
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
よ
り
法

面
の
崩
壊
が
な
く
、
品
質
が
均
一
に
仕

上
が
り
、
工
事
成
績
も
高
得
点
を
い
た

だ
い
た
」
と
振
り
返
る
。

　

た
だ
「
外
部
委
託
や
リ
ー
ス
の
コ
ス

ト
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

コ
ス
ト
に
つ
い
て
吉
川
氏
は
、
勉
強
が

必
要
と
前
置
き
し
た
上
で
「
３
次
元
設

計
デ
ー
タ
作
成
を
内
製
化
し
、
後
付
け

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
施
工
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
低
コ
ス
ト
で
対
応
で
き
る
」
と

自
社
の
取
り
組
み
を
披
露
。
ほ
か
の
参

加
者
も
「
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
」
と

う
な
ず
い
た
。

　

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
現

状
で
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
積

極
的
な
企
業
と
様
子
見
の
企
業
と
に
二

極
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

先
行
し
て
い
る
平
岩
氏
は
「
毎
日
約

２
０
０
人
の
職
人
が
弊
社
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
東
京
や
埼
玉
で
仕
事
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
約
50
人
が
ベ

ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
外
国
人

材
」
と
し
、
現
場
を
動
か
す
上
で
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
「
技
術
者
だ
と
建
築
で
ベ

ト
ナ
ム
人
と
中
国
人
、
事
務
で
ベ
ト
ナ

ム
人
と
台
湾
人
、
設
計
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
が
い
る
。
例
え
ば
中
国
人
は
漢
字
が

使
え
る
の
で
、
す
ぐ
に
書
類
が
書
け
る

よ
う
に
な
る
。
各
自
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
居
場
所
を
つ
く
る

中
で
、
段
々
と
ま
わ
り
も
認
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

同
じ
く
外
国
人
材
の
活
用
を
始
め
て

約
10
年
と
な
る
富
田
氏
は
「
今
、
外
国

人
技
能
工
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
強
く
な
っ
て

い
る
。
た
だ
実
際
に
は
と
て
も
大
変
な

面
も
あ
る
の
で
、
単
純
に
流
れ
に
乗
っ

て
入
れ
て
い
く
会
社
は
い
ず
れ
、
難
し

く
な
る
の
で
は
な
い
か
」と
み
て
い
る
。

　
「
文
化
の
違
う
国
か
ら
、
目
的
を
持

っ
て
来
て
い
る
人
た
ち
。
会
社
の
中
で

も
き
ち
ん
と
体
制
を
作
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
す
。
ま
ず
は
「
働
く
条
件
を

良
く
し
て
、
日
本
人
の
技
能
工
を
き
ち

ん
と
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
み

て
い
る
。「
た
だ
、
例
え
ば
若
い
人
材

が
入
社
後
３
年
経
っ
て
も
、
そ
の
下
が

ま
っ
た
く
育
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
や
が

て
は
希
望
が
な
く
な
り
離
職
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
外
国
か
ら
の
技
能
工
が
日
本

の
現
場
で
学
び
な
が
ら
、
最
前
線
の
仕

事
を
手
伝
い
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
部

分
は
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
真
下
敏
明
氏
（
真
下
建
設
）
は

「
業
界
全
体
の
枠
組
み
で
考
え
る
と
、

役
割
分
担
の
中
で
協
力
会
社
（
専
門
工

事
業
な
ど
）
に
、
い
か
に
若
い
労
働
力

を
確
保
で
き
る
か
と
い
う
視
点
も
大

切
。
協
力
会
社
の
多
く
は
、
既
に
外
国

人
労
働
者
を
入
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
業
界
団
体
と
し
て
情
報
共
有
だ
け

で
な
く
、
教
育
や
指
導
を
し
て
い
く
必

要
が
生
じ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

た
場
合
は
手
当
て
が
も
ら
え
る
よ
う
な

業
界
に
な
る
の
が
理
想
。
業
界
全
体
の

意
識
改
革
が
必
要
」
と
語
る
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
建

設
業
も
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
時
間
外

労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
。
富
田
俊
介
氏
（
と
だ
か
建
設
）

は
「
休
日
や
残
業
の
管
理
が
難
し
い
業

種
で
は
あ
る
が
、
消
極
的
な
考
え
で
進

め
れ
ば
、
人
材
が
大
手
や
他
業
種
を
選

択
す
る
方
向
に
進
ん
で
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
だ
企

業
が
認
め
ら
れ
て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
れ
る
と
い
う
意
識
で
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
述
べ
た
。

埼玉の建設業を担う経営者が語る

部会幹部で記念撮影

働き方改革
について

ＩＣＴ施工
の取り組み

外国人材の
活用

情報交換しお互いに〝刺激〟を

株式会社 三上工務所

代表取締役　三上　裕司

〒350-0036 川越市小仙波町1-3-8
TEL049-222-0711

代表取締役　片山　雄一郎

〒338-0832 さいたま市桜区西堀8-21-35
TEL048-852-5000

〒367-0053 本庄市中央2-6-20
TEL0495-24-5252

関口工業株式会社
代表取締役社長　星野　博之
執　行　役　員　関口　清久

本　社　〒353-0002 志木市中宗岡1-3-34
TEL048-472-2822

千代本興業株式会社

代表取締役　千代　達也

〒362-0023 上尾市原市中一丁目7番地8
TEL048-721-1641

株式会社 山　口　組

代表取締役社長　山口　能弘
〒368-0005 秩父市大野原1333

TEL0494-22-4747

～施主の心で責任施工～

代表取締役社長　中村　英基

〒345-0801 宮代町百間2-1-15
TEL0480-34-1001

代表取締役社長　田中　一成

〒330-0061 さいたま市浦和区常盤10-16-23
TEL048-831-5725

代表取締役　矢島　崇行

〒357-0038 飯能市仲町14-5
TEL042-974-0111

代表取締役　忽滑谷　明
取締役副社長　忽滑谷　眞

〒358-0054 入間市野田936
TEL04-2932-3111

代表取締役社長　楢﨑　亘

代表取締役　中里　健寿
常務取締役　中里　寿光

会　　　　長　栗原　稔
取締役副社長　栗原　創

本　社　〒355-0014 東松山市松本町2-1-1
TEL0493-22-1170

〒350-0823 川越市神明町13-8
TEL0492-24-1290

代表取締役社長　八木　茂幸
常 務 取 締 役　八木　雅之

岩崎工業株式会社

代表取締役　池田　太司

〒349-0111 蓮田市東3丁目10-13
TEL048-768-2181

代表取締役社長　石井　巌一

〒359-0001 所沢市下富1407
TEL04-2943-1921

昭和工業株式会社

本　社　〒368-0005 秩父市大野原2227
TEL0494-23-4141

秩　　　　　父
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公
共
投
資
は
今
後
ま
す
ま
す
補
強
、

補
修
、
修
繕
な
ど
の
ウ
エ
ー
ト
が
増
え

る
だ
ろ
う
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

夢
の
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
、
新
規
建
築

物
な
ど
は
減
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
荒
川
和
義
氏
（
斉

藤
建
設
工
業
）
は
「
改
修
、
補
修
よ
り

も
新
築
、
新
設
工
事
の
方
が
や
り
が
い

が
あ
る
と
い
う
の
が
正
直
な
部
分
と
し

て
あ
り
、
こ
こ
は
意
識
改
革
を
進
め
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
良

い
も
の
を
造
っ
て
長
く
使
え
る
よ
う
に

し
て
、
修
繕
ま
で
の
期
間
を
延
ば
す
考

え
方
も
大
切
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は

適
正
な
価
格
で
の
受
注
が
必
要
。
現
状

は
各
社
と
も
最
低
制
限
価
格
で
の
落
札

が
多
い
」
と
入
札
契
約
制
度
と
の
相
関

「
弊
社
は
土
木

の
売
り
上
げ
が

大
体
３
割
、
建

築
が
７
割
く
ら

い
。
県
北
は
ど

う
し
て
も
仕
事

量
が
少
な
い
地

域
。
た
だ
熊
谷

で
今
年
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
こ
２

年
ほ
ど
は
、
か

な
り
仕
事
量
が

増
え
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
そ

の
分
、
反
動
で

来
年
か
ら
は
大

き
く
減
る
こ
と

も
見
込
ま
れ
、

危
惧
し
て
い
る

と
こ
ろ
」
と
率

直
な
思
い
を
語

っ
た
。
事
業
量

に
つ
い
て
は
一

層
、
県
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
取

っ
て
い
く
必
要

行
政
に
働
き
掛
け
、一
緒
に
街
つ
く
る

平岩
　「私はいろいろな団体、協会に入っているが、形式的な会も多い。この青経部
会が一番、実のある会だと率直に思っている。例えば小さい会社であれば、ＩＣ
Ｔや外国人活用といってもピンとこないし、やろうにも何からどうして良いかわ
からない部分があるはず。この会には実際にやっている企業経営者がいる。圧倒
的に情報量が違うので、経営に役立つ。もう一つは刺激。みんなに刺激を受けて
海外にも進出したし、昨年度初めて国土交通省の仕事を受注できた。また同年代
の経営者の集まりなので、価値観、悩みも似ている。ライバルという部分もある
が、本当に何かあったときには助けてほしいと素直に言える仲間がここにいる。
こういう会はほかにはない」

北
　「皆さんの経営感や物事の考え方について、とても勉強させてもらっている。
ざっくばらんに最先端の話を聞ける。過去を踏襲しながらも、この先どうするか
ということについて、前向きに話せる会。同じ土俵に上がればライバルだが、切
磋琢磨して本音での情報交換ができる場になっている。次の地域建設業をつくっ
ていくためのプラットホームになれる場だと感じている」

荒川
　「青経部会は県内大手企業から、小規模な会社も入っている。ＩＣＴ施工や外

国人労働者の受け入れについてなど、なかなか踏み込むのに躊
ちゅう

躇
ちょ

している会社も
多いはず。やってみた人に聞かなければわからない部分がある。部会は実際に聞
ける場となっている。多くの方に参加してもらい、実りある良い部会にしていき
たい」

栗原
　「協会の枠組みが市町村単位ではなく県なので、いろいろな意見を言いやすい、
相談しやすいという点がある。しっかりとした組織なので、会社の大小は関係な
く、建設業の一員として入会してほしい」

吉川
　「ＩＣＴに一生懸命取り組もうとしたきっかけは、関東建設青年会議や全国建
設青年会議で国土交通省幹部と話をさせていただいて、本気度を感じ取れたこと
にある。そのことで一丁やってみるかという気持ちになり、今がある。そうした
場に行けたのは青年経営者部会に入っていたから」

真下
　「先輩方から代々と続くとても良い風土がある。部会長になってしっかり引き
継いで、次につなげていくときは、会の存在価値がどういうところにあるかとい
う部分を常に確認しながら運営してきた。自分もいろいろな方に会えて刺激を受
けて、チャレンジングな人が大勢いるので、切磋琢磨ができる。答えは一つでは
ない。しっかりと議論ができる、多様性の中で意見を尊重しながら、より有益な
ものは何なのか、話し合える場になっている」

田部井
　「弊社は熊谷市、合併前の妻沼町にあり、青経部会に出なければ、全県の皆さ
んと知り合うことはなかった。いろいろな地域の方と交流させていただけること
は非常にありがたい。最先端の情報がいただけるということと、同年代なので、
自分も負けられないとお互い切磋琢磨して各社が良くなれば、業界全体も良くな
っていくはず。刺激を受けるということが非常にありがたく、それぞれの会社の
ステップアップに生かしていただければと考えている」

荒木
　「弊社は土木中心。建築主体の会社や設備会社の方と話せて、刺激を受けて、
自社の経営にも生かせる部分がある。また東日本大震災の復興工事に入ったが、
その直前は非常に仕事量が少なく厳しい時代だった。この会に出にくい気持ちも
あったが、出席すると、先輩たちが励ましの声を掛けてくれた。部会に入ってい
なければ、もしかしたら違う方向、道を選んだのではないかというくらい、大き
な存在」

富田
　「40歳になって入会する前、この会に憧れていた。他社の社長に知り合いがい
なかったので、どうしても部会に入りたいと思っていた。部会を維持して良くし
ていかなければ、各社の次の経営者の育成に影響を与えてしまう。そうした面で
も頑張って後進に託していかなければと強く考えている」

■青経部会への思い

これからの公共
事業のあり方は

働き方改革やＩＣＴ、

　昭和21年の創業以
来、 所 沢 市 を 拠 点
に、豊富な経験と実
績を基に、顧客に頼
られるオンリーワン
企業を目指し、施工
エリアを関東全域に
広げ事業を拡大。
　事業内容も建築・リニューアル・土木
などの元請事業から大手ゼネコンのサブ
コン部門を併せ持つなど多岐に渡る。更
には、ベトナムに現地法人を設立し、国
内に留まらず海外をも見据えた事業展開
を行っている。

平岩　敏和（47歳）

平岩建設㈱（所沢市）　代表取締役社長

第12代部会長

　昭和52年に電力線
の地中化事業で創業
以来、関東圏におけ
る無電柱化工事で高
いシェアを誇りなが
ら、人材の採用と育
成を柱に都市土木全
般の技術力を高めて
おり、各発注者からの信頼も厚い。
　「共感経営」の旗のもと、2007年から
外国人材の活用を開始し、国内施工力の
内製化に取り組みながら、ベトナムに合
弁会社を設立して現地での事業展開も進
めている。

富田　俊介（47歳）

㈱とだか建設(さいたま市)　代表取締役社長

副部会長（広報・会員拡大担当）

　昭和55年の創業以
来、自社で多数保有
する重機や大型ダン
プを活用した土工事
を得意とし、早期か
らICT技 術 を 導 入
し、工事の生産性や
安全性の向上に取り
組んだ結果、関東地方整備局H30年度工
事成績優秀企業に認定。
　東日本大震災の直後から、自社の資産
を活用した復興事業に積極的に参入し、
被災地域への直接的な支援も果たしてき
た。

荒木　隆憲（44歳）

荒木建設工業㈱（さいたま市）　代表取締役

副部会長（行政との意見交換会担当）

　材木商での発祥か
ら100年以上の歴史
があり、豊富な経験
と最高の技術を駆使
し、川越市を中心に
建築に関する企画、
提案から工事に至る
までをワンストップ
サービスで手掛けることを強みとする。
　近年は、建物診断などによる補強工
事、ライフスタイルの変化によるリニュ
ーアル工事にも注力し、長期に渡り建築
に関する維持管理などのサポートが出来
る体制を構築している。

栗原　雄一（48歳）

三光建設㈱（川越市）　代表取締役

副部会長（国内外の視察研修担当）

　昭和25年の創業以
来、積極的に新技術
を導入し、関東にお
けるICT施工のトッ
プランナーとして

「第 1 回i-Construction
大賞優秀賞」を受賞。
　MC／MG建機、3D 
LS、大型UAVなどのICT機器を自社保有
しICT施工を内製化する事により迅速な
対応を可能とし、発注者から高い評価を
得ており、現在はICT浚渫工（河川）、
ICT地盤改良工などの新規分野にも積極
的に取り組んでいる。

吉川　祐介（46歳）

金杉建設㈱（春日部市）　専務取締役

副部会長（関東建設青年会議担当）

　昭和 8 年の創業以
来、関東一円をエリ
アとし、近年では、
基盤事業の土木、建
築に加え既設埋設管
の更生維持管理を行
う事業を推進する、
県内有数の歴史と実
績を誇る老舗企業。
　新たな社会資本として生まれ変わった
更生管路により、有事の被害を最小限に
収めるなど、社会資本整備に携わる企業
として、基礎インフラの長寿命化への対
応は社会の要請と考え、県内企業を牽引
している。

真下　敏明（49歳）

真下建設㈱（本庄市）　代表取締役社長

相談役（第11代部会長）

　明治15年の創業以
来、利根川の治水事
業を中心に発展した
県内の老舗総合建設
業者。
　平成24年に「多様
な働き方実践企業認
定制度」で県内最上
位のプラチナ認定、地元熊谷市より、男
女共同参画推進表彰、子育て支援優良企
業を認定され、現在は、一級建築士をは
じめ 4 名の女性技術者が在籍し、男女が
家庭の事情に合わせて、自分の能力を発
揮し、生き生きと仕事を続けられる環境
づくりを実践している。

田部井　俊一（45歳）

田部井建設㈱（熊谷市）　代表取締役社長

副部会長（経営資質の向上企画担当）

　昭和48年に「真心」
を社是、「企業も地
域社会の一員」をス
ローガンに創業し、
時代と共に変化する
地域のニーズに応じ
て、土木・建築・リ
ニューアル事業をバ
ランスよく稼働させる総合建設業者。建
築部門で介護施設を建設することに留ま
らず、平成20年に自社で直接運営する介
護施設を立ち上げ、現在は 8 施設に拡大
し、ハードとソフト両面からの地域社会
貢献を実現している。

北　清太郎（49歳）

シン建工業㈱（さいたま市）　代表取締役社長

副部会長（総括協議担当）

　昭和42年に㈲斉藤
工務店として創業
し、昭和44年に組織
変更。過去には、シ
ンガポール公益事業
局(当時)から日系大
手が受注した、ジャ
ングル内での電力供
給工事に携わる地元企業の監理業務や、
中東バーレーンの砂漠地帯での電力のイ
ンフラ整備に技術協力した実績がある。
　現在も、県内を中心に電力供給と公共
土木を営業基盤とし、技術を継承しなが
ら地域貢献に努めている。

荒川　和義（48歳）

斉藤建設工業㈱（さいたま市）　代表取締役

副部会長（総務担当）

座談会
参加の
９名

し
い
」
と
力
を

込
め
る
。

　

北
清
太
郎
氏

（
シ
ン
建
工
業
）

は
「
発
注
者
の

方
と
話
す
と
、

こ
れ
か
ら
は
建

築
も
土
木
も
改

修
や
補
強
、
耐

震
関
係
が
多
く

な
る
と
聞
く
こ

と
が
多
い
。
先

行
き
を
考
え
た

場
合
、
ど
れ
だ

け
公
共
事
業
が

あ
る
の
だ
ろ
う

か
と
い
う
不
安

は
確
か
に
あ

る
」
と
語
る
。

　

そ
の
上
で

「
街
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
、

地
域
の
建
設
企

業
と
し
て
、
実

際
に
住
ん
で
い

る
か
ら
分
か
る

と
い
う
部
分
が

確
実
に
あ
る
。

行
政
主
導
で
今

な
っ
て
、
意
見
を
言
え
る
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
街
全

体
を
盛
り
上
げ
る
一
員
と
し
て
の
位
置

付
け
を
持
た
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。
街
の
デ
ザ
イ
ン

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
発
注

者
と
受
注
者
と
い
う
関
係
か
ら
、
一
つ

違
う
段
階
に
進
め
る
よ
う
に
」
と
展
望

を
述
べ
た
。

　

真
下
氏
は
「
公
共
事
業
は
税
金
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
協

力
、
理
解
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
考
え

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
、
そ
こ

は
意
識
し
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
ど
う
い
う
公
共
事
業
が
良
い
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、本
来
は
、住

民
を
含
め
て
も
っ
と
み
ん
な
で
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
価
値
観
が
多
様
化

し
て
い
る
中
で
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
良
い
も
の
を
造
り
た
い
。

長
く
市
民
に
愛
さ
れ
て
、
み
ん
な
に
使

わ
れ
る
も
の
を
造
る
べ
き
」
と
主
張
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業
の
あ
り
方
と

し
て
「
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
例
え
ば
デ

ザ
イ
ン
や
機
能
性
な
ど
も
含
め
て
、
人

に
優
し
く
み
ん
な
が
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
造
っ
て
い

く
よ
う
な
流
れ
に
な
る
と
も
っ
と
面
白

い
世
の
中
に
な
る
は
ず
。
そ
う
い
っ
た

動
き
、
働
き
掛
け
を
し
て
い
け
れ
ば
」

と
話
し
た
。

が
あ
る
。

　

栗
原
氏
は
「
技
術
の
伝
承
や
新
し
い

ま
で
街
づ
く
り
を
し
て
き
た
部
分
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
わ
れ
わ
れ
も
一
緒
に

性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

田
部
井
俊
一
氏
（
田
部
井
建
設
）
は

技
術
開
発
に
新
設
工
事
は
絶
対
に
必

要
。
戦
略
的
に
新
築
工
事
を
行
っ
て
ほ
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国
土
交
通
省
が
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
元
年
と
位
置
付
け
た
平
成
25
年
か

ら
早
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
は
政
府
全
体
の
課
題
と
し

て
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
等
の
最
近
の

議
論
に
お
い
て
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
土

交
通
省
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に
社
会

資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員
会

（
第
３
期
）（
以
下
、
小
委
員
会
）
を

立
ち
上
げ
、
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
：
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦

略
小
委
員
会http://www.mlit.go.jp/

policy/shingikai/s201_menntenannsu 
01.html

）

　

昨
年
11
月
、
国
土
交
通
省
所
管
分
野

に
お
け
る
維
持
管
理
・
更
新
費
の
推
計

結
果
を
公
表
し
、
今
後
30
年
後
ま
で
に

か
か
る
推
計
費
用
を
お
示
し
し
ま
し

た
。

　

イ
ン
フ
ラ
に
不
具
合
が
生
じ
て
か
ら

対
策
を
行
う
事
後
保
全
型
の
維
持
管

理
・
更
新
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
に
不
具
合

が
生
じ
る
前
に
対
策
を
行
う
予
防
保
全

型
の
維
持
管
理
・
更
新
に
移
行
す
る
こ

と
で
、
30
年
間
の
合
計
費
用
が
、
約
３

割
縮
減
さ
れ
る
推
計
結
果
と
な
り
ま
し

た
（
表
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
予
防
保

全
」
の
取
り
組
み
を
進
め
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化
を
図
り
な
が
ら

維
持
管
理
・
更
新
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
効
率
的
な
点
検
・
診
断
の
た

め
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
な
ど
の
新
技
術
活

用
の
促
進
や
研
修
実
施
な
ど
の
技
術
的

支
援
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
資
本
は
国
民
生
活
や
社
会
経
済

を
支
え
る
社
会
全
体
の
資
産
で
あ
り
、

老
朽
化
が
進
行
す
る
と
社
会
そ
の
も
の

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
、
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
我
が
国
の
社
会
を

支
え
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
産
業
は

我
が
国
を
支
え
る
重
要
な
基
幹
産
業
で

あ
り
、
老
朽
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
も
、
そ

の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

蓄
積
さ
れ
た
高
い
技
術
、
そ
し
て
豊
か

な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、
社
会
資

本
、
そ
し
て
日
本
の
未
来
を
ぜ
ひ
引
き

続
き
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減・平
準
化
を
後
押
し

�

国
土
交
通
省
　
公
共
事
業
企
画
調
整
課
長
　
丹
羽　

克
彦 

氏

にわ・かつひこ。東京都出
身。90年建設省入省。5年
近畿地方整備局京都国道事
務所長、13年道路局企画課
道路事業分析評価室長、15
年日本高速道路保有・債務
返済機構企画部長、17年関
東地方整備局道路局部長を
経て、18年7月より現職

　

東
京
都
建
設
局
は
、
首
都
東
京
を
支

え
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
都
市
基
盤
の

整
備
や
維
持
管
理
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
２
０
２
０
年
に
向
け
た
実
行

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
国
際
競
争
力
の

強
化
に
資
す
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
な
ど
都
市
基
盤
の
着
実
な
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
平
成
30
年

７
月
豪
雨
」
な
ど
を
受
け
て
実
施
し
た

「
防
災
事
業
の
緊
急
総
点
検
」
を
踏
ま

え
、
新
た
な
調
節
池
の
事
業
化
に
向
け

た
検
討
を
前
倒
し
し
て
、
水
害
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
極
め
て
長
い
期

間
、
都
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
大
き
な
効
果
を
発
揮

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
頃

の
適
切
な
維
持
管
理
が
不
可
欠
で
あ

り
、
現
場
で
の
点
検
を
怠
る
こ
と
な

く
、
不
具
合
を
早
期
に
発
見
し
て
補
修

し
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

建
設
局
で
は
、
昭
和
62
年
か
ら
全
国

に
先
駆
け
て
５
年
に
一
度
の
橋
梁
の
定

期
点
検
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
く
の
先

進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
イ

ン
フ
ラ
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
劣

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
は

多
額
な
費
用
と
工
期
を
要
し
、
社
会
経

済
的
な
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
損

傷
や
劣
化
が
進
行
す
る
前
に
計
画
的
に

補
修
や
補
強
を
行
う
こ
と
で
施
設
の
寿

命
を
延
ば
し
、
工
事
費
用
の
平
準
化
や

総
事
業
費
の
縮
減
を
図
る
予
防
保
全
型

管
理
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
る
な

ど
維
持
管
理
の
効
率
化
に
向
け
た
取
り

組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

予
防
保
全
型
の
管
理
は
、
既
存
施
設

の
状
態
を
点
検
や
調
査
で
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
新
の
技
術

を
活
用
す
る
な
ど
現
場
毎
に
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
適
切
な
対
策
を
進
め
て
い

く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
難
し
い
業
務
で

す
。
予
防
保
全
型
管
理
の
時
代
に
適
し

た
職
員
の
育
成
と
組
織
の
体
制
確
保
が

今
後
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
界
は
担
い
手
不
足
や

生
産
性
向
上
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
地
域
に
根
付
い
た
建
設
業

者
が
健
全
に
発
展
し
、
技
術
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
建
設
業
の
魅
力
向
上
な

ど
業
界
全
体
の
発
展
に
取
り
組
み
、
建

設
業
界
の
皆
様
と
共
に
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

みうら・たかし。筑波大学卒。82年東京都建設局入職。
5年建設局技術管理課長、11年第三建設事務所長、
15年建設局河川部長、16年建設局道路監を経て19年
4月から現職。趣味は書道。千葉市出身。60歳。

適
切
な
維
持
管
理
で
安
心
・
安
全
を
確
保

 

東
京
都
　
建
設
局
長
　
三
浦　

隆 

氏

　

東
京
都
で
は
「
２
０
２
０
年
に
向
け

た
実
行
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
３
つ
の
シ

テ
ィ
の
実
現
を
掲
げ
、
そ
の
一
つ
で
あ

る
「
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、「
も

っ
と
安
全
、
も
っ
と
安
心
、
も
っ
と
元

気
な
首
都
東
京
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
や
更
新

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

都
建
設
局
が
取
り
組
む
予
防
保
全
型

管
理
（
工
事
）
は
、
今
後
１
０
０
年
間

施
設
の
健
全
性
を
保
つ
こ
と
を
目
標
と

し
、
橋
梁
な
ど
の
「
性
能
設
計
に
基
づ

く
（
長
寿
命
化
）
工
事
実
施
」
が
特
徴

の
一
つ
だ
。

　

い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
サ
イ
ク
ル
と
さ
れ
る
『
計
画
→
点
検

→
措
置
→
記
録
』
は
同
じ
だ
が
、
地
方

に
お
け
る
予
防
保
全
と
は
一
線
を
画

す
。
全
国
の
自
治
体
が
対
象
施
設
の
見

え
る
化
（
点
検
）
に
軸
を
置
き
、
限
ら

れ
た
予
算
の
な
か
優
先
順
位
、
取
捨
選

択
の
事
業
化
に
頭
を
悩
ま
せ
る
一
方

で
、
東
京
都
で
は
首
都
に
集
中
す
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
着
実
な
工
事
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
流
通
（
交
通
網
）

を
は
じ
め
と
し
て
常
に
稼
働
し
続
け
る

都
市
機
能
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
な
ど
、
首
都
た
る
ゆ
え
の

課
題
も
見
え
る
。
ま
た
、
地
域
周
辺
住

民
、
利
用
者
に
対
す
る
安
全
確
保
を
第

一
優
先
と
し
、
か
つ
複
雑
に
絡
み
合
う

施
設
へ
の
影
響
に
も
常
に
配
慮
が
必
要

で
、
円
滑
な
都
市
機
能
や
環
境
保
全
に

重
き
を
置
く
。

　

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担
い
手

と
な
る
建
設
業
と
の
連
携
は
必
須
で
、

課
題
を
共
有
し
つ
つ
、
常
に
新
技
術
や

工
法
、
新
素
材
の
活
用
に
も
力
を
注
い

で
行
く
考
え
だ
。

都
建
設
局
の
取
組

　

道
路
管
理
部
で
は
、
橋
脚
の
補
強
や

床
版
の
取
替
え
な
ど
橋
梁
の
長
寿
命
化

対
策
を
実
施
中
。
ま
た
、
山
岳
ト
ン
ネ

ル
の
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
背
面
の
空
洞

充
填
や
開
削
ト
ン
ネ
ル
の
耐
久
性
向
上

対
策
を
進
め
て
い
る
。

　

一
方
、河
川
部
で
は
、地
下
調
節
池
・

分
水
路
に
お
い
て
、
主
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ひ
び
割
れ
等
の
損
傷
対
策
や
塩
害

等
の
鉄
筋
腐
食
対
策
を
実
施
中
。
ま

た
、
ポ
ン
プ
設
備
等
の
分
解
整
備
・
更

新
や
電
気
設
備
の
適
切
な
時
期
で
の
更

新
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
砂
防

堰
堤
等
の
外
観
変
状
調
査
や
ア
ン
カ
ー

の
緊
張
力
試
験
等
の
各
種
調
査
を
実
施

し
、
健
全
度
及
び
優
先
度
を
踏
ま
え
、

各
渓
流
や
が
け
地
、
海
岸
に
お
け
る
対

策
内
容
を
調
査
中
。
今
後
は
護
岸
等
の

外
観
変
状
調
査
や
含
有
塩
化
物
量
試
験

等
の
各
種
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
予
防

保
全
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
部
で
は

①
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
事
業
の
着
実
な
実

施
＝
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
約
１
６
０

橋
、
26
ト
ン
ネ
ル
の
事
業
着
手
が
目
標

②
他
の
道
路
施
設
へ
予
防
保
全
型
管
理

を
展
開
③
擁
壁
な
ど
の
道
路
施
設
に
つ

い
て
も
平
成
31
年
度
中
の
予
防
保
全
計

画
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
非

破
壊
検
査
技
術
（
赤
外
線
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
）
を
点
検
・
調
査
業
務
に
導
入
し

て
い
く
方
針
だ
。

　

河
川
部
は
、
①
地
下
調
節
池
・
分
水

路
（
土
木
構
造
物
）
の
補
修
事
業
の
着

実
な
実
施
＝
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
９

地
下
調
節
池
、
６
分
水
路
の
工
事
着
手

が
目
標
②
地
下
調
節
池
（
設
備
）
の
補

修
事
業
の
着
実
な
実
施
＝
２
０
２
６
年

度
ま
で
に
９
地
下
調
節
池
（
11
施
設
）

の
工
事
着
手
が
目
標
③
砂
防
関
係
施
設

の
補
修
事
業
の
着
実
な
実
施
＝
２
０
２

７
年
度
ま
で
に
19
渓
流
（
砂
防
）、
２

０
２
８
年
度
ま
で
に
15
地
区
（
急
傾
斜

地
）、
６
地
域
（
地
す
べ
り
）
の
工
事

着
手
に
向
け
、
調
査
・
設
計
を
進
め
る

④
海
岸
保
全
施
設
の
補
修
事
業
の
着
実

な
実
施
＝
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
11
海

岸
の
工
事
着
手
に
向
け
、
調
査
・
設
計

を
実
施
⑤
堤
防
・
護
岸
な
ど
の
予
防
保

全
型
管
理
の
導
入
検
討
＝
予
防
保
全
計

画
の
適
用
の
可
否
を
含
め
、
予
防
保
全

型
管
理
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

（表）国土交通省所管分野における維持管理・更新費の推計

30年間の合計（2019～2048年度）※

事後保全 約280兆円

予防保全 約190兆円
※�国土交通省所管12分野（道路、河川・ダム、砂防、海岸、下水道、港湾、
空港、航路標識、公園、公営住宅、官庁施設、観測施設）の国、都道府県、
市町村、地方道路公社、（独）水資源機構、一部事務組合、港湾局が維
持管理・更新費は様々な仮定をおいた上で幅を持った値として推計。表
ではその最大値を記載。推計値は不確定要因による増減が想定される。

約３割減

　急拡大の様相を呈するインフラメンテナンス市場。そこには、施
設の老朽化という社会課題にどう挑むのか、待ったなしの対応を迫
られている背景がある－－国内インフラ施設の多くは1960～1970年
代の高度成長期に建設された。概ねの寿命50年を経過しようとして
いる今、インフラ施設をいかに維持管理・更新していくか。社会資
本の大部分を管理する地方公共団体を含めた我が国全体の大きな問
題だ。
　本特集ではインフラメンテナンスに欠かせない視点、『予防保全
型維持管理への転換』に着目。東京都建設局を中心に現場における
取り組み内容、課題と挑戦を実際の事例とともに紹介する。また、事
後保全から予防保全への転換にどんな工夫を持って立ち向かうの
か。国土交通省より国内の動向と維持管理・更新費の推計の観点から
寄稿いただくとともに、インフラメンテナンス大賞に輝いた青森県
や、全国でも珍しい行政・大手建コン・地元建設業(単体）が協定を結
んで仕組みづくりに挑戦する埼玉県行田市の取り組みも取材した。
　国民生活の安全・安心の根幹を担うインフラ施設。その保全・維
持管理の在り方は確実に変遷の時を迎えている。建設業界の立ち位
置はいかに。縁の下の力をより発揮する時代に突入する。

　　　　　　　　　　　損傷が発生してから対応する対症
療法型管理ではなく、損傷の推移を適切に予測し事故の発
生を未然に防ぐ、予防保全型管理に転換すれば軽微な対処
で済み、結果的にトータルコストが縮減できるという考え
方。土木ではアセットマネジメント、構造物の延命化・長
寿命化などもほぼ同じ意味で使われている。

予防保全への挑戦
～首都・東京の本気度～

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
に

２
度
も
輝
く青

　
森
　
県

　

今
年
で
第
３
回
を
迎
え
る
「
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」。
第
１
回
で

優
秀
賞
、
第
２
回
で
国
土
交
通
大
臣
賞

と
連
続
受
賞
し
た
の
が
青
森
県
。
い
ず

れ
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
施
現
場
に
お
け

る
工
夫
部
門
で
の
栄
誉
だ
が
、
そ
こ
に

は
『
次
世
代
へ
の
価
値
あ
る
施
設
の
継

承
』
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
る
。

　

今
回
話
を
伺
っ
た
の
は
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
橋
梁
維
持
管
理
に
お
け
る
ト

ー
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
活

用
。
県
管
理
の
橋
梁
約
２
３
０
０
橋
の

維
持
管
理
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
導
入
し
、
コ
ス
ト
の
最
小
化
・
平
準

化
を
実
現
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
キ
モ
は

ひ
と
（
人
財
育
成
）、
も
の
（
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
点
検
支
援
）、
し
く
み

（
事
業
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
日

常
管
理
と
戦
略
的
な
維
持
管
理
の
実

現
）
を
揃
え
た
こ
と
。
な
か
で
も
「
施

設
状
態
の
見
え
る
化
に
よ
り
一
元
管
理

を
実
現
し
、
点
検
と
対
策
を
つ
な
い
だ

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
大
き
か
っ

地方自治体の
取組・挑戦を紹介

�

９
面
に
続
く
↖

予防保全型の維持管理

東京都の100年先を見据えた予防保全型管理を応援します
五十音順
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た
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
県
土
整
備

部
道
路
課
の
平
岡
総
括
主
幹
と
棟
方
主

幹
。
ま
た
、
今
後
期
待
す
る
こ
と
と
し

て
「
理
想
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
。

新
素
材
に
期
待
し
た
い
」
と
も
。
保
全

工
事
は
、
管
内
を
７
エ
リ
ア
に
分
割
。

年
間
を
通
し
て
維
持
修
繕
工
事
を
簡
易

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
技
術
提
案
型
）

で
発
注
し
、
包
括
化
に
よ
り
１
件
当
た

り
数
千
万
円
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
で

地
元
建
設
業
も
積
極
的
に
貢
献
参
加
で

き
る
仕
組
み
だ
。

　

今
後
の
課
題
を
敢
え
て
挙
げ
て
も
ら

う
と
、
①
ひ
と
…
世
代
交
代
が
あ
っ
て

も
技
術
な
ど
レ
ベ
ル
を
保
つ
こ
と
②
も

の
…
シ
ス
テ
ム
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
長
寿
命
化
計
画
に
合
わ
せ
て
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
③
し
く
み
…
さ
ら
な

る
体
制
づ
く
り
、
と
し
た
。

　

幾
度
も
出
る
フ
レ
ー
ズ
が
『
継
続
は

力
』。
健
全
で
安
全
な
イ
ン
フ
ラ
の
安

定
提
供
へ
、
ぶ
れ
な
い
姿
勢
が
印
象
的

だ
っ
た
。

埼
玉
県
行
田
市

官
民
相
互
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ-

Ｗ
Ｉ
Ｎ
関
係
構
築
が
成

功
の
要
件
？

　

２
０
１
８
年
４
月
、
全
国
で
も
珍
し

い
行
政
と
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地

元
建
設
会
社
の
三
者
に
よ
る
道
路
維
持

管
理
協
定
を
結
ん
だ
埼
玉
県
行
田
市
。

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、「
維
持

管
理
の
新
し
い
カ
タ
チ
を
見
い
だ
す
こ

と
を
期
待
し
た
一
年
。
状
況
整
理
と
課

題
抽
出
、
目
指
す
べ
き
方
向
の
明
確
化

な
ど
、着
実
に
前
へ
進
め
た
」。ま
た「
協

定
期
間
の
一
年
延
長
も
決
定
。
さ
ら
に

三
者
の
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
建
設
部
道
路
治
水

課
の
加
藤
課
長
と
田
島
主
幹
。

　

三
者
が
協
定
を
結
ん
だ
の
は
市
内
の

橋
梁
（
15
ｍ
以
上
）
55
橋
と
主
要
市
道

約
20
㎞
。
包
括
的
維
持
管
理
等
を
含
む

「
新
た
な
維
持
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
」

を
目
指
す
、
実
験
的
要
素
の
高
い
協
定

だ
。
民
間
二
者
に
よ
る
点
検
結
果
お
よ

び
維
持
管
理
の
効
率
化
に
向
け
て
構
築

し
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
２
０
１
８
年

は
橋
梁
２
橋
で
応
急
修
繕
を
、
道
路
は

３
千
万
円
規
模
の
舗
装
修
繕
を
実
施
し

た
。

　

具
体
的
に
な
っ
た
課
題
は
、
行
政
側

の
①
予
算
確
保
②
技
術
面
の
向
上
（
育

成
）
③
体
制
構
築
④
意
識
改
革
。
業
者

側
で
は
①
実
施
体
制
の
構
築
②
利
益
の

確
保
③
立
ち
位
置
の
見
極
め
な
ど
。

　

一
方
、協
定
を
結
ん
だ
民
間
二
者（
㈱

建
設
技
術
研
究
所
、
小
川
工
業
㈱
）
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
か
。
答
え
は
も

う
少
し
先
に
な
り
そ
う
だ
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
他
の
多
く
の
地

方
自
治
体
が
臨
む
「
予
防
保
全
型
維
持

管
理
」
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。
行
政

側
の
メ
リ
ッ
ト
（
コ
ス
ト
縮
減
、
効
率

化
等
）
と
業
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
（
仕
事

の
平
準
化
、
利
益
確
保
等
）
が
実
現
可

能
な
事
業
ス
キ
ー
ム
か
ら
官
民
相
互
の

Ｗ
Ｉ
Ｎ
︲
Ｗ
Ｉ
Ｎ
関
係
が
構
築
で
き
る

と
感
じ
た
。

↙
８
面
か
ら
続
く

　

吾
妻
橋
は
、
関
東
大
震
災
の
復
興
橋

梁
と
し
て
、昭
和
６
年（
１
９
３
１
年
）

に
東
京
市
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
隅
田

川
を
３
径
間
で
渡
る
、
橋
長
１
３
３
・

９
ｍ
の
上
路
式
鋼
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、

東
京
都
の
貴
重
な
土
木
遺
産
で
あ
る
。

【
背
景
】

　

橋
台
部
の
支
承
付
近
は
、
水
面
に
近

く
水
か
か
り
の
あ
る
状
況
で
あ
り
、
鋼

部
材
が
腐
食
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た

た
め
、
橋
台
部
の
ア
ー
チ
リ
ブ
、
端
部

鉛
直
材
お
よ
び
対
傾
構
で
腐
食
が
進
行

し
、
減
肉
が
発
生
、
ま
た
、
橋
台
支
承

部
で
も
鋼
材
の
腐
食
お
よ
び
台
座
の
浮

き
・
剥
離
が
生
じ
て
い
た
。
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
以
上
の
損
傷
部
の
部
材

取
替
え
お
よ
び
補
強
・
補
修
を
実
施
す

る
に
至
っ
た
。

【
取
組
内
容
】

　

ア
ー
チ
リ
ブ
取
替
え
（
Ｇ
１
～
Ｇ
９

桁
：
両
橋
台
部
の
１
パ
ネ
ル
）。
対
傾 

構
・
端
部
鉛
直
材
取
替
え
（
Ｓ
10
～
Ｓ

12
）。
支
承
金
属
溶
射
お
よ
び
沓
座
モ

ル
タ
ル
補
修
。

【
取
組
期
間
・
費
用
】

　

工
期
：
平
成
28
年
８
月
19
日
か
ら
29

年
11
月
30
日
ま
で
。
契
約
金
額
は
約
２

億
５
千
万
円
。

【
特
に
留
意
し
た
点
】

　

ア
ー
チ
リ
ブ
取
替
え
時
の
断
面
力
の

把
握
。
狭
隘
な
空
間
へ
の
仮
支
持
材
の

搬
入
・
設
置
。

【
成
果
ま
た
は
課
題
】

　

過
去
に
例
の
な
い
、
現
況
交
通
を
確

保
し
な
が
ら
の
ア
ー
チ
リ
ブ
取
替
え
工

事
か
つ
感
潮
河
川
で
の
水
位
変
動
と
塩

分
を
含
ん
だ
川
の
水
対
応
が
課
題
だ
っ

た
。

　

ア
ー
チ
リ
ブ
取
替
え
に
お
い
て
、
切

断
部
材
、
残
置
部
材
お
よ
び
隣
接
桁
に

応
力
測
定
装
置
を
設
置
し
て
断
面
力
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
切
断
部
材
に

通
常
作
用
し
て
い
る
断
面
力
が
確
実
に

仮
支
持
材
に
受
け
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
安
全
に
部
材
取
替
え
を
行

っ
た
。
多
く
の
部
材
や
補
強
材
が
設
置

さ
れ
狭
隘
で
、
干
満
に
よ
る
水
位
変
動

で
作
業
時
間
が
制
限
さ
れ
る
状
況
の
な

か
、
既
設
部
材
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く

仮
支
持
材
を
設
置
す
る
た
め
、
仮
支
持

材
の
原
寸
模
型
を
作
製
し
て
現
地
試
験

の
上
で
適
切
な
部
材
分
割
を
計
画
し
、

仮
支
持
材
の
設
置
を
行
っ
た
。

　

船
舶
往
来
時
の
波
し
ぶ
き
な
ど
で
塩

分
を
含
む
河
川
水
が
日
常
的
に
か
か
る

支
承
部
に
対
し
て
は
、
金
属
溶
射
で
防

食
機
能
向
上
を
図
っ
た
。

　

聖
橋
は
、
関
東
大
震
災
の
復
興
橋
梁

と
し
て
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）

に
国
の
機
関
で
あ
っ
た
復
興
局
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
。
橋
長
72
・
９
ｍ
の
う
ち

ア
ー
チ
部
の
長
さ
は
36
・
３
ｍ
で
、
当

時
国
内
で
は
最
大
級
の
鉄
骨
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ア
ー
チ
橋
で
あ
っ
た
。
平
成
29
年

11
月
に
土
木
学
会
推
奨
土
木
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
。

【
背
景
】

　

化
粧
モ
ル
タ
ル
の
劣
化
、
躯
体
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
が
確
認
さ
れ
た

た
め
、
化
粧
モ
ル
タ
ル
の
撤
去
、
躯
体

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
修
工
、
お
よ
び
表

面
保
護
工
な
ど
を
実
施
す
る
に
至
っ

た
。

【
取
組
内
容
】

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
（
ひ
び
割
れ

補
修
工
・
断
面
修
復
工
・
表
面
保
護

工
）。
仮
設
構
台
は
ク
レ
ー
ン
台
船
と

横
取
り
装
置
を
用
い
て
据
え
付
け
、
航

路
を
確
保
す
る
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ

水
駅
改
良
工
事
へ
及
ぼ
す
影
響
を
抑
え

た
。
ま
た
、
断
面
欠
損
部
の
モ
ル
タ
ル

吹
付
け
時
は
、
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

の
付
着
強
度
を
確
保
し
た
。

【
取
組
期
間
・
費
用
】

　

工
期
：
平
成
27
年
８
月
21
日
か
ら
30

年
３
月
20
日
ま
で
。
契
約
金
額
は
約
10

億
５
千
万
円
。

【
特
に
留
意
し
た
点
】

　

①
航
路
の
確
保
と
Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅

改
良
工
事
と
の
取
合
い
。
②
保
護
コ
ン

ク
リ
ー
ト
撤
去
後
の
現
況
調
査
を
入
念

に
行
い
補
修
範
囲
に
漏
れ
が
な
い
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
表
面
被
覆
工
の
仕
上

が
り
を
創
建
当
時
の
意
匠
と
す
る
こ

と
。

【
成
果
ま
た
は
課
題
】

　

狭
隘
な
施
工
空
間
に
お
け
る
工
夫
を

見
い
だ
す
と
と
も
に
、
想
定
以
上
の
損

傷
（
躯
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割 

れ
・
断
面
欠
損
・
ジ
ャ
ン
カ
・
浮
き
）

に
も
適
切
に
対
応
で
き
た
。
ま
た
、
表

面
被
覆
工
に
は
学
識
経
験
者
立
会
い
の

も
と
で
創
建
当
時
の
意
匠
を
有
し
、
耐

汚
染
効
果
や
耐
候
性
に
優
れ
た
材
料
を

選
定
し
た
上
で
施
工
で
き
た
。

【
背
景
】

　

砂
防
関
係
施
設
は
、
土
砂
災
害
か
ら

人
命
を
保
護
す
る
た
め
の
重
要
な
機
能

を
有
し
て
い
る
。
砂
防
事
業
は
大
正
７

年
か
ら
始
め
て
お
り
、
建
設
後
相
当
年

数
が
経
過
し
て
い
る
砂
防
関
係
施
設
が

多
く
、
機
能
を
確
実
に
発
揮
す
る
た

め
、
予
防
保
全
型
管
理
の
導
入
に
よ

り
、
土
砂
災
害
防
止
の
機
能
を
長
期
に

わ
た
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
砂
防
関
係
施

設
の
一
部
に
は
、
経
年
に
よ
る
劣
化
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
施
設
に
変
状
が
見

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
変

状
が
進
行
す
る
前
に
対
策
に
着
手
し
て

い
く
予
定
。

【
取
組
内
容
】

　

１
８
７
渓
流
の
砂
防
施
設
（
６
１
２

施
設
）
を
平
成
25
年
度
と
30
年
度
に
、

ま
た
、
59
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止

施
設
と
13
地
域
の
地
す
べ
り
防
止
施
設

を
平
成
29
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
点
検
し
、

施
設
お
よ
び
地
区
の
健
全
度
を
評
価
し

て
い
る
。
主
な
点
検
内
容
は
、
目
視
に

よ
る
外
観
変
状
調
査
や
ア
ン
カ
ー
の
緊

張
力
試
験
等
の
各
種
詳
細
調
査
を
実

施
。

【
取
組
期
間
・
費
用
】

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
急
傾
斜
地

崩
壊
防
止
施
設
お
よ
び
地
す
べ
り
防
止

施
設
の
調
査
費
は
約
６
千
５
百
万
円
、

30
年
度
に
実
施
し
た
砂
防
施
設
の
調
査

費
は
約
２
千
５
百
万
円
。

【
特
に
留
意
し
た
点
】

　

砂
防
関
係
施
設
に
お
け
る
健
全
度

は
、
点
検
結
果
に
よ
る
変
状
状
況
と
と

も
に
流
域
や
施
設
周
辺
の
状
況
も
確
認

し
、
施
設
の
み
な
ら
ず
防
護
機
能
低
下

に
及
ぼ
す
影
響
等
を
総
合
的
に
踏
ま

え
、
健
全
度
評
価
や
事
業
の
優
先
度
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

【
成
果
ま
た
は
課
題
】

　

今
後
、
５
年
を
基
本
的
な
周
期
と
し

た
健
全
度
調
査
を
実
施
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
事
業
計
画
の
見
直
し

や
新
工
法
の
採
用
な
ど
に
よ
り
、
維
持

管
理
費
の
低
減
や
平
準
化
に
よ
り
再
検

証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

神
田
川
お
茶
の
水
分
水
路
は
、
神
田

川
の
洪
水
を
バ
イ
パ
ス
す
る
た
め
、
外

堀
通
り
の
地
下
に
内
径
８
・
８
ｍ
の
ト

ン
ネ
ル
や
幅
６
・
８
ｍ
、
高
さ
８
・
０

ｍ
の
函
渠
構
造
の
施
設
を
設
置
し
た
延

長
１
３
０
０
ｍ
の
分
水
路
。

【
背
景
】

　

河
川
構
造
物
の
中
で
も
地
下
調
節

池
・
分
水
路
は
、
水
害
を
低
減
す
る
重

要
な
施
設
。
建
設
後
相
当
年
数
が
経
過

し
て
い
る
施
設
も
あ
る
と
と
も
に
地
下

に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再
構

築
が
困
難
な
た
め
、
予
防
保
全
型
管
理

の
導
入
に
よ
り
、
一
層
の
長
寿
命
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　

工
事
は
昭
和
62
年
度（
１
９
８
７
年
）

か
ら
着
手
し
、
平
成
11
年
度
（
１
９
９

９
年
）
に
完
成
。
平
成
16
年
度
か
ら
26

年
度
に
健
全
度
調
査
を
計
３
回
実
施
し

た
結
果
、
ひ
び
割
れ
や
漏
水
の
他
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
中
の
塩
化
物
濃
度
が
高
い

数
値
を
示
し
て
お
り
、
施
設
の
劣
化
予

測
も
早
い
結
果
だ
っ
た
。

【
取
組
内
容
】

　

補
修
工
事
の
主
な
内
容
は
、
ひ
び
割

れ
お
よ
び
漏
水
箇
所
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
等
の
充
填
剤
注
入
工
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
表
面
に
被
覆
材
を
塗
布
し
、
内
部
へ

の
塩
化
物
イ
オ
ン
の
侵
入
を
防
ぐ
表
面

被
覆
工
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

【
取
組
期
間
・
費
用
】

　

工
事
は
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
、

３
工
区
に
分
割
し
て
実
施
。
総
工
事
金

額
は
約
１
億
４
千
万
円
。

【
特
に
留
意
し
た
点
】

　

お
茶
の
水
分
水
路
は
洪
水
処
理
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
水
路
内
は
通
水

状
態
と
し
、
補
修
工
事
は
11
月
か
ら
５

月
ま
で
の
渇
水
期
の
施
工
と
し
た
。
当

該
箇
所
は
潮
の
干
満
の
影
響
を
受
け
る

区
間
で
あ
る
た
め
、
施
工
時
期
お
よ
び

作
業
時
間
な
ど
制
限
さ
れ
た
施
工
条
件

下
で
施
工
計
画
を
立
案
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
分
水
路
内
外
へ
の
出
入

り
口
は
呑
口
、
吐
口
お
よ
び
中
間
の
人

孔
の
３
箇
所
し
か
な
く
、
さ
ら
に
分
水

路
の
途
中
に
は
下
水
道
の
雨
水
幹
線
が

接
続
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
時
に
お
け
る

作
業
員
の
避
難
計
画
等
、
施
工
中
の
安

全
確
保
に
配
慮
し
た
。

【
成
果
ま
た
は
課
題
】

　

分
水
路
内
で
の
大
規
模
補
修
工
事
は

初
で
あ
り
、
施
工
条
件
や
材
料
選
定
等

に
お
け
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
、
暗
所
か
つ
透
視
度
が
良
好

で
な
い
水
中
部
の
調
査
お
よ
び
補
修
工

事
に
向
け
、
分
水
路
内
を
ド
ラ
イ
化
す

る
等
の
施
工
方
法
の
検
討
が
必
要
。

東京都・予防保全型管理（工事）取り組み事例

最前線の現場
吾
妻
橋
長
寿
命
化
工
事
（
そ
の
４
）

神
田
川
お
茶
の
水
分
水
路
補
修
工
事（
そ
の
３
）

聖
橋
長
寿
命
化
工
事
（
Ｒ
Ｃ
ア
ー
チ
補
修
）

砂
防
関
連
施
設
定
期
点
検
委
託

国際航業株式会社 東鉄工業株式会社株式会社アクアスペース

上村　達真さん現場代理人 片岡　達彦さん現場代理人 髙島　伸也さん監理技術者

　　　　　　地下暗渠約700ｍの通
信確保が一番の課題でしたが、携
帯電話を基地局に有線を使用する
などしてクリア。貴重な経験とな
った。突発的な雨水増量や一酸化
炭素濃度変化など、常に現場の安
全確保を第一に、また周辺工事と
の調整も心がけ施工しました

コメント 　　　　　　外観からは健全に見えるア
ンカーにも緊張力試験を行うと問題のあ
る箇所が存在する。目視点検の精度向
上、および緊張力試験箇所を適切に選定
し、前回点検からの変化（その原因・劣
化速度）を見逃さないよう、緊張感をも
って臨んでいます

コメント 　　　　　　今後200年供用という設計
思想に沿った補修方法を選定。また、コ
ンクリート打放し風の竣工当時を彷彿と
させる仕上がりに拘りました。断面修復
では必要な付着力を得るための試験施工
を繰り返し『付着力向上金具』を開発、
現場の課題を克服できました

コメント

株式会社ＩＨＩインフラ建設

加藤　誠さん現場代理人

　　　　　　歴史ある橋梁。周辺
は日本でも有数な観光地であった
ため周辺環境への配慮と安全確保
に努めながらの施工を心がけた。
ひずみ計測や変位計測により、異
常の有無や応力変化を把握しなが
らの施工でしたが、緊張感をもっ
て臨みました

コメント

東京都の100年先を見据えた予防保全型管理を応援します
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TEL：0120-242-311

両毛校

前橋市朝倉町４－１７－２

前橋校 お問合せ、ガイダンス・体験会への参加希望は
こちらの番号までお気軽にご連絡ください。

渡良瀬川

ＪＲ足利駅
両毛線

トンネル通り

り
通
ま
ず
あ

り
通
ド
ン
ラ
グ

道
県

　

線
号

デニーズ

芳町
助戸
一丁目東山

小学校

洋服の青山 ン
ウ
タ
コ
シ
ア

が
か
し
あ

足利警察署

雷電神社

線
号
　
道
国

40

293
足利
学校

鑁阿寺
本堂

足利市
総合運動場

至あしかがフラワーパーク

バリドンビル

旭町 トンネル西

三中前足利
警察署前

千歳橋

足利市駅東武伊勢崎線
至東武和泉

至野州　山辺

国道293号線

県道8号線

至山前

前橋校

【法定講習】監理技術者講習 / 一級・二級・木造建築士定期講習 / 管理建築士講習/ 宅建登録講習 / 宅建登録実務講習 / 第一種電気工事士定期講習

１級･２級
土木施工管理技士

１級･２級
建築施工管理技士

１級・2級
管工事施工管理技士

賃貸不動産
経営管理士建築設備士１級･２級 建築士 構造設計

1級建築士
設備設計
1級建築士

インテリア
コーディネーター宅地建物取引士

１級建築士合格者輩出数Ｎｏ.１の当学院で
いっしょに働いてみませんか

正社員、
アルバイトスタッフ
大募集！！

正社員、
アルバイトスタッフ
大募集！！

正社員、
アルバイトスタッフ
大募集！！ 詳しい求人情報は当学院コーポレートを

確認してください。

www.sogoshikaku.co.jp/recruit/

【放送日時】毎週日曜 8：00～9：54　ＴＢＳ「サンデーモーニング」（日）で全国ネット番組提供

総合資格学院ＴＶＣＭ『未来の線』篇

●

セブン
イレブン

メモリードホール
セブンイレブン

ベルク
ラウンド1

至 伊勢崎

至 高駒線
魚伸

愛宕橋 ネッツトヨタ広瀬川

東和銀行 ウエルシア
八幡山公園

高橋歯科

至 前橋
市街

広瀬大通り

駒形バイパス（県道2号線）
総合資格学院 前橋校

前橋大島駅
両毛線
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  ----→　総合資格学院 前橋校

  TEL027-290-2311

業界の未来を語りあった＝群馬建設会館

群馬県建設業協会
会長 青柳 剛氏

群馬県電設協会
会長 阿久澤 茂氏

群馬県機械設備工業会
理事長 串田 紀之氏

座
談
会
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―
就
任
の
抱
負
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
「
第
４
次
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
」
を
策
定
す
る
年
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
県
が
今

後
策
定
す
る
「
山
梨
県
総
合
計
画
」

と
も
リ
ン
ク
し
て
く
る
。
長
崎
知

事
も
積
極
的
に
基
盤
整
備
を
行
う

こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
計
画
の
連
携
を
上
手
く

取
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

ま
た
社
会
資
本
整
備

重
点
計
画
よ
り
も
上
位

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
県
の
強
靭
化
計
画
も

部
分
的
な
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら

計
画
策
定
を
含
め
今
後

の
社
会
資
本
整
備
の
方
針
を
決
め

る
年
な
の
で
、
重
責
を
担
っ
て
い

る
。
努
力
し
て
い
き
た
い
。

―
働
き
方
改
革
で
現
状
と
今
後
の

目
標

　

働
き
方
改
革
は
裾
野
が
広
い
が
、

最
初
に
言
わ
れ
る
こ
と
は
「
休
日

を
取
る
」
こ
と
。
新
３
Ｋ
と
言
わ

れ
る
給
料
、
休
日
、
希
望
の
中
で

も
週
休
２
日
に
つ
い
て
は
、
他
の

産
業
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
年
の

法
定
猶
予
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
他
の

産
業
と
条
件
が
一
緒
に
な
る
。
今

後
は
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。

　

週
休
２
日
に
つ
い
て
は
、
県
発

注
工
事
で
モ
デ
ル
工
事
を
行
っ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
本
県
で
は
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
な
い
。
本
年
度
か

ら
総
合
評
価
落
札
方
式
の
対
象
工

事
は
全
て
受
注
者
希
望
型
で
実
施

し
て
い
く
。
週
休
２
日
と
す
る
に

は
経
費
が
必
要
と
な
る
の
で
、
国

の
基
準
に
応
じ
て
工
事
費
に
積
み

増
し
す
る
。
ま
た
契
約
工
期
に
つ

い
て
も
長
く
設
定
す
る
。
あ
く
ま

で
受
注
者
希
望
型
な
の
で
、
受
注

者
の
取
り
組
み
姿
勢
に
委
ね
る
部

分
も
あ
る
。
今
後
は
週
休
２
日
工

事
が
増
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

―
ま
だ
ま
だ
書
類
が
多
い
と
の
声

も
あ
り
ま
す
が

　

削
減
は
国
に
追
随
し
て
実
施
し

て
き
た
が
省
略
し
つ
く
し
た
感
が

あ
る
。
こ
れ
以
上
減
ら
す
の
は
大

変
難
し
い
。
公
共
事
業
で
あ
る
以

上
は
、
あ
る
程
度
品
質
の
記
録
や

出
来
形
の
品
質
検
査
は
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
書
類
を

10
分
の
１
、
ま
し
て
や
全
く
無
く

す
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
何
も
し
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
く
「
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」

（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
は
す
で
に
導
入
し
て
い

る
。
今
ま
で
は
書
類
の
や
り
と
り

と
い
う
と
、
持
参
や
郵
送
、
メ
ー

ル
で
あ
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
は
出

来
形
管
理
図
や
検
査
も
デ
ー
タ
化

す
る
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
、

両
者
の
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
い
る
。

「
量
」
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
「
手

間
」
を
減
ら
す
イ
メ
ー
ジ
。
要
す

る
に
時
間
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
受
注
者
と

の
協
議
で
使
う
か
ど
う
か
決
め
て

い
る
。

　

今
後
は
シ
ス
テ
ム
が
有
効
か
ど

う
か
の
検
証
も
必
要
だ
が
、
使
用

し
た
業
者
に
聞
き
取
り
調
査
し
て

み
る
と
評
判
は
良
い
。

　

当
然
、
削
減
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
今
後
も
意
見
交
換
会
を
通
し

て
合
意
を
得
た
上
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

―
「
明
日
の
建
設
産
業
を
考
え
る

山
梨
会
議
」
の
位
置
づ
け
は

　

山
梨
県
独
自
で
開
催
し
て
い
る

会
議
。
担
い
手
確
保
・
育
成
や
働

き
方
改
革
の
課
題
を
テ
ー
マ
ご
と

に
有
識
者
か
ら
提
言
い
た
だ
い
て
、

受
発
注
者
が
お
互
い
今
後
ど
う
す

る
か
導
入
部
分
と
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
行
政
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
か
ヒ
ン
ト
も
得

た
い
。
前
年
度
は
会
議
を
２
回
開

い
た
。
本
年
度
も
開
催
す
る
。
建

設
業
者
の
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ

て
も
良
い
と
思
う
。

　

私
見
で
は
あ
る
が
提
言
を
基
に

新
３
Ｋ
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
み
た
い
な
も
の
を
つ

く
り
た
い
。
当
然
、
一
つ
の
政
策

で
全
部
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
方
針

を
立
て
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

　

新
３
Ｋ
の
う
ち
、
希
望
に
つ
い

て
は
建
設
産
業
が
ど
こ
へ
向
か
っ

て
い
く
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
考
え

て
い
る
。
噛
み
砕
い
て
言
う
と
、

業
者
に
と
っ
て
来
年
や
再
来
年
な

ど
先
々
安
定
し
た
工
事
受
注
が
あ

れ
ば
、
投
資
も
で
き
る
た
め
機
械

を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
人

も
雇
え
る
。
こ
の
よ
う
に
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
け
る
よ
う
に
な
る
。

安
定
し
た
仕
事
量
を
継
続
的
に
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
業
界
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
言
い
換
え
れ
ば

建
設
産
業
の
幹
を
太
く
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
ま
だ
提
言
は
出
て

き
て
な
い
が
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う

な
方
向
に
な
る
の
で
は
。

―
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
に
つ
い
て

　

県
内
で
は
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
が
遅
れ
て
い
る
の
は

否
め
な
い
。
昔
無
か
っ
た
パ
ソ
コ

ン
や
メ
ー
ル
が
今
は
当
た
り
前
に

な
っ
た
よ
う
に
、
10
年
後
、
20
年

後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

な
り
、
機
械
メ
ー
カ
ー
が
製
造
す

る
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
仕
様
の
み
と
な
る

時
代
が
来
る
と
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
重
機
な
ど
を
更
新
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
ま
さ
に
安
定
し
た

事
業
量
は
必
須
。
県
と
し
て
も
後

押
し
し
た
い
。

―
女
性
活
躍
に
向
け
て
は

　
「
け
ん
せ
つ
小
町
甲
斐
」
に
は
県

の
女
性
技
術
職
員
が
現
在
８
名
参

加
し
て
い
る
が
、
や
は
り
女
性
の

こ
ま
や
か
な
視
点
で
提
言
し
て
も

ら
う
こ
と
は
良
い
こ
と
。
女
性
が

快
適
と
感
じ
る
職
場
で
は
男
性
や

若
者
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職

場
に
な
る
。
今
後
は
女
性
が
働
く

機
会
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
思

う
。

　

県
と
し
て
も
決
定
事
項
で
は
な

い
が
、
女
性
も
活
躍
で
き
る
よ
う

総
合
評
価
で
加
点
す
る
な
ど
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
て
い
く
こ
と
も
検
討

し
た
い
。
総
合
評
価
落

札
方
式
は
本
来
、
技
術

と
施
工
能
力
、
工
事
の

品
質
確
保
が
基
本
だ

が
、
女
性
が
活
躍
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
評
価
す
べ
き

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

―
建
設
産
業
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

災
害
に
備
え
地
域
の
守
り
手
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
社
会
的
責
務
を
果
た
し
て

も
ら
う
た
め
に
安
定
し
た
経
営
を

保
つ
こ
と
も
願
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
安
定
し

た
事
業
量
の
確
保
は
大
事
。
一
時

的
に
良
く
な
っ
た
だ
け
で
は
、
事

業
量
が
減
る
と
す
ぐ
倒
産
し
て
し

ま
う
。
建
設
投
資
が
安
定
し
て
い

な
け
れ
ば
、
結
果
と
し
て
業
者
を

い
じ
め
て
い
る
だ
け
に
な
る
。
引

き
続
き
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

安
定
し
た
事
業
量
が
大
事

受
注
希
望
型
で
全
案
件
に
拡
大

丹た
ん
ざ
わ澤

彦け
ん
い
ち一 

山
梨
県
県
土
整
備
部
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

山
梨
県
が
設
置
し
た
「
明
日
の

建
設
産
業
を
考
え
る
山
梨
会
議
」

は
、
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設

産
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

２
０
１
８
年
に
ス
タ
ー
ト
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
建
設
業
界
を
は

じ
め
経
済
や
産
業
界
、
教
育
関
係

な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
の
専
門
家

で
構
成
。
山
梨
の
建
設
産
業
の
あ

る
べ
き
将
来
像
の
検
討
や
施
策
の

方
向
に
つ
い
て
議
論
し
、
県
の
施

策
に
生
か
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
意
見
で
は
「
今
後

は
新
設
工
事
が
減
少
し
維
持
や
補

修
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
が
増

え
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
工
事
は
専

門
業
者
の
仕
事
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
工
事
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
な

技
術
習
得
の
支
援
が
必
要
に
な
る
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
は
大
き
な
工
事
が
無

い
こ
と
か
ら
件
数
も
少
な
い
。
小

規
模
工
事
で
も
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」「
大
手
の
会
社
は
安
全

管
理
専
門
担
当
課
が
あ
る
一
方
、

小
さ
い
会
社
は
研
修
に
送
り
出
す

の
も
苦
労
す
る
。
会
社
の
規
模
拡

大
も
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
上
が
っ

て
い
る
。

　

18
年
度
は
担
い
手
の
確
保
な
ど

を
テ
ー
マ
に
２
回
開
催
。
19
年
度

は
生
産
性
の
向
上
や
就
労
環
境
の

改
善
、
経
営
力
・
営
業
力
の
強
化

に
つ
い
て
議
論
す
る
予
定
。

　

19
年
度
内
に
結
論
を
ま
と
め
知

事
に
提
言
す
る
。

テ
ー
マ
は
担
い
手
や
経
営
な
ど

                   

年
度
内
に
提
言
ま
と
め

「明日の建設産業を考える山梨会議」

【
略
歴
】（
た
ん
ざ
わ
・
け
ん
い
ち
）　

１
９
５
９
年
生
ま
れ
、
59
歳
。
山
梨
大
学
工

学
部
環
境
整
備
工
学
科
卒
。82
年
に
山
梨
県
庁
採
用
。県
土
整
備
部
道
路
整
備
課
長
、

中
北
建
設
事
務
所
長
、
技
監
な
ど
を
歴
任
。
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
現
職
。

　

安
定
し
た
事
業
量
が
大
事
―
。
そ
う
語
る
の
は
４
月
に
山
梨
県
県
土
整
備
部
長
に
就
任
し
た
丹
澤
彦
一
氏
。
建
設
業

者
が
地
域
の
守
り
手
と
し
て
役
割
を
果
た
す
ほ
か
、
今
後
普
及
が
見
込
ま
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
な
ど
に
投
資
す
る
に
は
、

建
設
投
資
の
安
定
が
大
前
提
と
な
る
た
め
だ
。
ま
た
２
月
に
就
任
し
た
長
崎
幸
太
郎
知
事
も
積
極
的
な
基
盤
整
備
推
進

を
公
約
に
掲
げ
て
お
り
、
知
事
が
考
え
る
山
梨
の
未
来
像
で
あ
る
『
山
梨
県
総
合
計
画
』
と
連
携
を
図
り
、
県
の
『
第

４
次
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
』
の
策
定
に
取
り
組
む
。
こ
れ
ら
山
梨
の
建
設
業
の
未
来
を
見
据
え
、
週
休
２
日
へ
の

取
り
組
み
や
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
女
性
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　
「
け
ん
せ
つ
小
町
甲
斐
」
は
、

２
０
１
７
年
に
発
足
し
た
県
内
で

働
く
女
性
従
業
員
や
技
術
者
で
構

成
。
安
全
・
衛
生
面
な
ど
建
設
業

の
職
場
環
境
改
善
や
女
性
向
け
に

情
報
発
信
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
入
職
支
援
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。

　

18
年
度
に
は
、
山
梨
県
建
設
業

協
会
青
年
部
会
会
員
の
み
を
対
象

と
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
女
性
に
参
画
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
活
発
な
議

論
や
幅
広
い
活
動
に
つ
な
げ
た
い

こ
と
か
ら
、
発
注
者
や
建
設
関
係

団
体
、
設
計
者
な
ど
に
も
広
げ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、

18
年
度
に
関
東
地
方
整
備
局
甲
府

河
川
国
道
事
務
所
と
の
連
携
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
体
験

講
座
（
山
梨
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
参
加
。

　

ま
た
他
県
団
体
の
「
東
京
外
環

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
女
性
技
術
者
の

会
」
と
と
も
に
、
中
部
横
断
自
動

車
道
の
椿
川
橋
上
部
工
な
ど
の
見

学
会
も
開
い
た
。
さ
ら
に
甲
府
市

内
で
開
か
れ
た
「
第
４
回
建
設
ま

つ
り
」
で
は
女
性
活
躍
推
進
ブ
ー

ス
を
設
け
、
来
場
者
へ
仕
事
ぶ
り

を
Ｐ
Ｒ
。

　

19
年
度
は
２
回
目
と
な
る
「
小

町
会
議
」
や
県
外
女
性
技
術
団
体

と
の
意
見
交
換
会
、
情
報
発
信
の

た
め
の
動
画
作
成
な
ど
を
予
定
。

発
注
者
や
設
計
者
に
も
拡
大

                

県
外
団
体
と
意
見
交
換
も

「けんせつ小町甲斐」

山梨独自の
取 り 組 み

メンバーは
女性技術者

週
休
２
日

総
合
評
価
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な
ぜ
い
ま
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
活
用
が
必
要
な
の

で
し
ょ
う
か

　

ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
施
工
と
施
工
時
期
の

平
準
化
が
柱
で
、
建
設
産
業
全
体
の
生

産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

多
く
の
工
事
が
人
に
よ
る
作
業
だ
っ
た

り
、
機
械
を
扱
う
に
も
熟
練
し
た
作
業

員
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
人
の
能
力
に

依
存
し
て
き
た
。
い
ま
は
担
い
手
確
保

が
非
常
に
厳
し
く
、
人
に
依
存
す
る
に

し
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
取
っ
て
代
わ
れ

る
も
の
は
そ
れ
を
活
用
し
て
、
合
理

化
、
効
率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

熟
練
し
た
技
能
者
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

た
く
さ
ん
採
用
で
き
て
い
る
時
代
に
は

世
代
交
代
で
確
保
で
き
て
い
た
が
、
い

ま
は
若
手
の
確
保
が
難
し
い
。
そ
れ
ほ

ど
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
、
割
と
経

験
が
少
な
い
若
い
方
に
も
現
場
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
や
は
り
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
ツ

ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
早
く
現
場
の

戦
力
と
な
る
。
限
ら
れ
た
担
い
手
で
し

っ
か
り
現
場
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
労
務
単
価
が
よ
う
や
く
回
復
し

て
き
て
、
労
務
単
価
が
上
が
る
中
で
、

工
事
全
体
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
や
は
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
の
活
用
で
工
期
を
短

縮
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
技
能
者
に
対
す
る
単
価

を
し
っ
か
り
確
保
し
な
が
ら
工
事
全
体

の
費
用
は
抑
え
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
と
な
る
。
世
の
中
の
多
く
の
産
業

が
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
技
術
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
例
え
ば
車
で
言
え
ば
自
動
運

転
に
よ
り
運
転
手
不
足
に
対
応
す
る
な

ど
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
建
設
産
業

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

北
陸
地
方
整
備
局
で
の

現
状
と
普
及
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
は

　

２
０
１
７
年
は
60
件
、
18
年
は
81
件

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を
実
施
し
、
着
実
に
前

進
し
て
い
る
。
19
年
も
１
８
０
件
近
い

対
象
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
工
事
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
直
轄
工
事
に
関
わ
る
建
設
会
社

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
経
験
が
１
件
以
上
あ
る

企
業
は
３
分
の
２
を
超
え
て
い
る
。
一

方
、
管
内
３
県
で
見
る
と
１
割
に
満
た

な
い
。
規
模
が
比
較
的
大
き
な
直
轄
工

事
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町
村
が
行
う

規
模
が
比
較
的
小
さ
な
工
事
、
複
合
的

な
工
事
で
も
う
ま
く
使
用
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
規
模
が
小
さ
い
工

事
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
、
工
種
を
増

や
す
こ
と
の
２
つ
の
柱
が
あ
る
。

　

北
陸
地
整
の
支
援
と
し
て
は
、
現
場

を
使
っ
た
講
習
会
や
現
場
見
学
会
、
成

果
報
告
会
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
18

年
の
特
徴
と
し
て
国
以
外
に
も
各
種
団

体
や
企
業
な
ど
、
多
様
な
主
体
、
さ
ら

に
工
事
だ
け
で
な
く
測
量
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
全

体
で
２
３
３
回
、
参
加
者
数
は
延
べ
７

６
０
０
人
を
超
え
非
常
に
活
発
な
活
動

が
出
来
た
。
こ
と
し
は
実
務
者
に
加
え

て
経
営
者
向
け
の
講
習
会
に
も
初
め
て

取
り
組
む
。
ま
た
先
進
的
に
取
り
組
む

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
話
を
聞
く
意
見
交

換
会
も
企
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
平
野
部
に
加
え
山
地

部
、
特
に
砂
防
の
工
事
で
は
地
形
的
な

制
約
や
工
事
の
規
模
が
小
さ
く
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
砂
防
」
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
し
、
砂
防
工
事
で
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

「
ｉ
―
Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ

モ
デ
ル
事
務
所
」に
選
定

さ
れ
た
信
濃
川
河
川
事

務
所
と
大
河
津
分
水
路

改
修
事
業
の
役
割
は

　

大
河
津
分
水
路
の
改
修
事
業
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
事
が
動
く
。
橋
梁
の
架

け
替
え
、第
二
床
固
の
改
築
、大
、小
規

模
の
土
工
な
ど
、
狭
い
エ
リ
ア
の
中
で

も
工
事
が
効
率
的
に
進
む
調
整
が
成
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
発
で
試
行

す
る
よ
り
も
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で

調
整
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
中
で
も
３
次
元

で
設
計
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
使
っ

て
施
工
を
進
め
る
の
が
理
想
だ
が
、
ま

だ
事
例
は
少
な
い
。
現
在
ま
で
に
３
次

元
の
測
量
・
設
計
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

活
用
業
務
、
調
査
業
務
、
設
計
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
業
務
が
動
い
て
い
る
。

こ
の
成
果
が
そ
の
ま
ま
施
工
業
者
に
渡

っ
て
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
い

ま
は
起
工
測
量
段
階
で
３
次
元
デ
ー
タ

を
取
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
成
果
と
し
て
あ
げ
た
も

の
を
使
う
。
自
分
達
が
手
が
け
た
も
の

と
違
う
デ
ー
タ
を
使
う
の
は
、
言
う
ほ

ど
簡
単
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ど

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
成
果
が
、
ど
の

施
工
業
者
に
渡
っ
て
も
手
間
な
く
ス
ム

ー
ズ
に
よ
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
目
標
で
、
測

量
、
設
計
、
施
工
、
出
来
形
管
理
ま
で

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
つ
な
が
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
確
実

な
も
の
と
す
る
こ
と
が
大
河
津
分
水
路

改
修
工
事
の
モ
デ
ル
事
務
所
と
し
て
の

重
要
な
役
割
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
は
紙
の
図
面
を
見
て
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
た
が
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
、
３
次
元

の
立
体
的
画
像
を
見
て
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
の
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
も
目

指
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
砂
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
砂
防
・
ほ
く
り

く
と
は

　

い
ま
ま
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
測
量

成
果
を
３
次
元
で
取
得
し
、
設
計
し
て

そ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
施
工
す
る
の
が

基
本
に
な
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
で
は
、
測

量
、
設
計
、
施
工
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
試

せ
て
い
る
。
土
工
で
活
用
す
る
大
き
な

バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
が
普

及
し
始
め
て
い
る
が
、
砂
防
の
現
場
で

使
う
よ
う
な
小
型
の
建
機
は
、
ま
だ
十

分
に
出
回
っ
て
い
な
い
と
か
、
岩
石
混

じ
り
の
土
砂
を
扱
う
の
で
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
を
改
良
す
る
な
ど
技
術
開
発
も
必

要
と
な
る
。
た
だ
、
開
発
を
ま
た
ず
に

測
量
・
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
や
出
来
形
を

管
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
他
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工

事
と
同
じ
よ
う
に
先
に
取
り
組
も
う
と

い
う
も
の
。
施
工
の
部
分
を
従
来
建
機

に
置
き
換
え
る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い

る
。
い
ず
れ
建
機
の
開
発
が
進
め
ば
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
置
き
換
え
が
可
能
と

な
る
。
山
地
砂
防
の
工
事
量
が
多
い
北

陸
地
整
が
先
導
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
。

　

ま
た
国
土
交
通
省
全
体
で
は
、
本
年

度
か
ら
地
盤
改
良
工
、
法
面
工
、
附
帯

構
造
物
設
置
工
に
も
広
げ
て
い
く
方
針

で
、
法
面
処
理
、
側
溝
の
設
置
な
ど
は

県
や
市
町
村
工
事
で
も
取
り
組
み
や
す

く
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
普
及
が
進

む
。

今
後
の
展
望
は

　

国
の
直
轄
工
事
だ
け
を
請
け
負
う
業

者
は
限
ら
れ
て
お
り
、
工
事
規
模
に
応

じ
て
小
さ
い
工
事
で
も
活
用
す
る
こ
と

も
先
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
保
有
し
て
い

る
企
業
は
ま
だ
少
な
く
、
リ
ー
ス
で
対

応
す
る
と
な
る
と
供
給
側
の
メ
ー
カ
ー

と
の
協
力
も
必
要
で
、
多
様
な
主
体
が

関
わ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

大
河
津
分
水
路
の
現
場
で
も
、
３
次

元
設
計
は
ま
だ
全
国
大
手
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
地

元
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
県
工
事
、
市

町
村
工
事
に
は
普
及
し
て
い
か
な
い
。

い
ず
れ
地
元
業
者
も
抵
抗
無
く
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
裾
野
を
広
げ
、
中

小
の
工
事
で
は
地
元
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
建
設
会
社
が
請
け
負
う
形
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
理
想
。
い
ま
は
ま
だ
導

入
の
段
階
で
あ
り
実
現
に
向
け
て
目
標

を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
最
初
は

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
、
実
際
に
サ
ポ
ー

ト
業
務
を
活
用
し
て
い
る
。
い
ず
れ
サ

ポ
ー
ト
が
無
く
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
設
計

か
ら
工
事
に
移
り
、
工
期
短
縮
や
手
間

が
減
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
普
及
で

30
年
後
の
建
設
産
業
は

ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か

　

30
年
と
い
う
意
味
で
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
い

ま
想
定
し
て
い
る
以
上
に
増
え
る
可
能

性
は
あ
る
。
た
だ
し
現
場
の
施
工
管

理
、
監
督
検
査
な
ど
品
質
の
高
い
公
共

工
事
、
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
は
必
ず
技
術
者

が
必
要
に
な
る
。
人
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
部
分
に
技
術
者
が
集
中
し
、
書
類

の
作
成
や
デ
ー
タ
の
整
理
な
ど
機
械
に

取
っ
て
代
わ
れ
る
部
分
は
、
機
械
に
や

っ
て
も
ら
う
。
こ
れ
か
ら
担
い
手
の
確

保
は
建
設
業
界
に
限
ら
ず
日
本
全
体
で

厳
し
い
状
態
に
な
る
が
、
限
ら
れ
た
人

数
で
現
場
が
動
く
。
た
だ
し
時
代
は
変

わ
っ
て
も
技
術
者
の
役
割
は
変
わ
ら
な

い
。
ふ
さ
わ
し
い
労
務
費
を
払
っ
て
も

工
事
全
体
が
低
コ
ス
ト
で
進
ん
で
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。
一
つ
一
つ
課
題
を

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
効
率
化
が
図

ら
れ
る
。
規
模

の
小
さ
い
工
事

で
は
技
術
者
の

配
置
も
違
う
の

で
、
全
く
別
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

も
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
。

国
の
工
事
は
も

ち
ろ
ん
、
県
や

市
町
村
の
工
事

で
も
取
り
組

み
、
発
注
者
に

課
題
を
浮
き
彫

り
に
し
て
も
ら

う
こ
と
が
非
常

に
重
要
だ
と
思

う
。
積
算
単
価

な
ど
に
つ
い
て

　

担
い
手
の
不
足
や
働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
確
保
な
ど
、
生
産
性
向
上
が
不
可
欠
と
な
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
普
及

拡
大
に
向
け
北
陸
地
方
整
備
局
で
は
信
濃
川
河
川
事
務
所
が
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
取
り
組
み
を
リ
ー

ド
す
る
全
国
10
カ
所
の
モ
デ
ル
事
務
所
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
、
同
事
務
所
の
大
河
津
分
水
路
改
修
事
業
は
事
業
全
体
で

集
中
的
・
継
続
的
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新
技
術
導
入
を
加
速
さ
せ
る
「
３
次
元
情
報
活
用

モ
デ
ル
事
業
」
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
昨
年
度
か
ら
独
自
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
砂
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
第
一
弾
と
し
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
砂
防
・
ほ
く
り
く
」
に
取
り
組
む
。
直
轄
工
事
の
現
場
を
活
用
し
た
研
修
会
の
開
催
も
進

め
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
と
北
陸
の
現
状
や
今
後
の
展
望
、
将
来
の
建
設
産
業
の
形
を
北
陸

地
整
の
内
藤
正
彦
企
画
部
長
に
聞
い
た
。

単
価
確
保
し
な
が
ら
、

�

工
事
全
体
を
低
コ
ス
ト
に

北
陸
地
方
整
備
局 

内
藤
正
彦
企
画
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

県、市町村工事にもＩＣＴ普及拡大を

チャレンジ砂防プロジェクトの概要
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低
入
札
対
策

　

地
域
を
支
え
る
建
設
業
検
討
会
議
の

大
き
な
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
失
格
基

準
価
格
の
引
き
上
げ
を
含
む
低
入
札
対

策
の
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

県
が
従
来
の
指
名
競
争
入
札
か
ら
制

限
付
き
一
般
競
争
入
札
で
あ
る
「
受
注

希
望
型
競
争
入
札
」
へ
と
本
格
的
に
舵

を
切
っ
た
の
は
２
０
０
３
年
２
月
。
談

合
防
止
に
重
点
を
置
い
た
当
時
の
制
度

は
、
入
札
参
加
の
間
口
を
拡
げ
る
一
方

で
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
不
当
な
低
価
格
）

に
よ
る
受
注
を
誘
因
。
02
年
４
月
～
03

年
１
月
ま
で
の
平
均
落
札
率
が
94
・
８

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
03
年
度
の
平
均

落
札
率
は
73
・
１
％
ま
で
急
落
し
た
。

採
算
性
を
度
外
視
し
た
赤
字
受
注
や
品

質
低
下
の
懸
念
か
ら
、
県
は
03
年
12
月

に
失
格
基
準
価
格
を
導
入
。
そ
の
後
、

算
定
方
法
の
改
定
な
ど
も
実
施
し
た

が
、
08
年
度
ま
で
の
６
年
間
、
本
来
の

適
正
価
格
で
あ
る
予
定
価
格
に
対
し
、

平
均
落
札
率
は
85
％
に
満
た
な
い
水
準

道
路
維
持
補
修
業
務

の
民
間
委
託

　

県
管
理
道
路
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い

る「
道
路
維
持
補
修
業
務
の
民
間
委
託
」

も
検
討
会
議
の
成
果
の
一
つ
だ
。
民
間

活
力
の
活
用
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
質
の

向
上
を
目
的
と
し
て
10
年
度
に
試
行
を

開
始
し
、
14
年
度
に
は
対
象
範
囲
を
県

内
全
域
に
広
げ
た
。
そ
の
後
も
除
雪
を

一
体
化
す
る
取
り
組
み
や
複
数
年
継
続

委
託
な
ど
、
制
度
の
拡
充
を
図
っ
て
い

る
。
対
象
工
種
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
経
営
規
模
が
小
さ
く
て
も
地
域
に

根
差
し
た
企
業
が
参
入
で
き
る
よ
う
、

複
数
の
構
成
員
か
ら
な
る
特
定
Ｊ
Ｖ
で

の
参
加
も
認
め
て
い
る
。

　

建
設
業
協
会
の
木
下
修
会
長
は
「
住

民
が
困
っ
て
い
る
時
、
い
か
に
迅
速
に

対
処
で
き
る
か
。
こ
れ
は
一
企
業
で
は

難
し
い
。
組
織
的
に
対
応
す
べ
き
。
現

在
行
わ
れ
て
い
る
小
規
模
維
持
補
修
Ｊ

Ｖ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
信
頼
に
つ
な
が
る
。『
こ

の
地
域
は
何
が
あ
っ
て
も
我
々
の
責

任
』『
こ
の
地
域
は
我
々
が
守
る
』
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
受
注
者
の
側
か

ら
提
案
し
危
険
の
芽
を
摘
む
こ
と
も
で

で
推
移
し
た
。

　

公
共
投
資
の
減
少
と
受
注
単
価
の
下

落
。
08
年
４
月
に
発
足
し
た
検
討
会
議

は
、
県
内
建
設
産
業
が
疲
弊
し
切
っ
た

中
で
の
船
出
と
な
っ
た
。
初
回
会
合
を

報
じ
た
弊
紙
は
、
失
格
基
準
価
格
の
引

き
上
げ
を
最
優
先
に
求
め
る
建
設
業
協

会
と
、
工
事
量
自
体
が
激
減
し
て
い
る

現
状
で
は
調
査
の
強
化
な
ど
低
入
札
対

策
が
先
決
と
す
る
県
の
意
識
の
隔
た
り

を
伝
え
て
お
り
、
当
初
か
ら
本
音
の
ぶ

つ
か
り
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

発
足
後
１
年
間
の
議
論
を
踏
ま
え
、

県
が
09
年
１
月
の
会
議
で
失
格
基
準
価

格
算
定
の
計
算
方
法
の
改
定
や
、
任
意

仮
設
に
つ
い
て
一
式
表
示
を
基
本
と
す

る
「
受
注
者
自
ら
の
積
算
を
促
す
発
注

方
式
」
の
全
面
試
行
と
い
っ
た
低
入
札

対
策
の
具
体
案
を
提
案
し
、
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
た
。
会
議
の
成
果
が
入
札
制

度
改
正
に
反
映
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
第

一
歩
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
建
設
業
協
会
が
最
優
先
課
題

と
し
て
要
望
し
て
い
た

失
格
基
準
価
格
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
も
、「
県

議
会
全
党
派
か
ら
な
る

入
札
制
度
研
究
会
」
か

ら
の
提
言
な
ど
も
あ

り
、
翌
月
「
予
定
価
格

の
85
～
90
％
の
変
動

制
」
と
す
る
改
定
が
実

施
さ
れ
た
。

　

こ
の
入
札
制
度
改
定

以
降
、
建
設
工
事
に
係

る
失
格
基
準
価
格
は
大

き
く
５
度
見
直
さ
れ
て

お
り
、
19
年
６
月
21
日

現
在
の
失
格
基
準
価
格

の
設
定
範
囲
は
「
予
定

価
格
の
87
・
５
～
92
・

５
％
の
変
動
制
」
と
な

き
る
。
管
理
す
る
側
も
安
心
だ
と
思

う
。
そ
う
し
た
意
識
こ
そ
が
県
民
益
で

あ
り
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
強
固
に

す
る
の
だ
と
思
う
」
と
話
す
。

　

10
年
史
で
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
、
書
類
の
簡
素
化
、
河
川
・
砂
防
・

都
市
公
園
関
係
な
ど
道
路
以
外
の
維
持

補
修
工
事
と
の
一
体
化
、
小
規
模
補
修

工
事
の
１
件
当
た
り
の
上
限
額
（
現
行

２
０
０
万
円
）
の
見
直
し
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

担
い
手
確
保
・
育
成

　

次
世
代
を
担
う
担
い
手
の
確
保
・
育

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
18
年
度
の
平
均

落
札
率
（
19
年
２
月
現
在
）
は
93
・
１

％
で
、
受
注
希
望
型
競
争
入
札
導
入
後

の
03
年
度
に
比
べ
20
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
る
。

　

10
年
史
で
は
、
今
後
の
低
入
札
対
策

に
つ
い
て
「『
発
注
関
係
事
務
の
適
切

な
実
施
』『
工
事
の
性
格
等
に
応
じ
た

入
札
契
約
方
式
の
選
択
・
活
用
』
に
つ

い
て
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
検
討
会
議
に
お
い
て
建

設
的
な
議
論
を
進
め
、
建
設
業
が
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
、
災
害
対
応

と
い
っ
た
地
域
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
、
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
発
展
す

る
よ
う
、
官
民
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
結
ん
で

い
る
。

成
に
関
し
て
は
、
こ
こ
数
年
、
目
覚
ま

し
い
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
11
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
た
企
業
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
実
習
教
育
等
は
、
初
年
度
の
９

校
延
べ
６
０
５
人
か
ら
17
年
度
に
は
13

校
延
べ
１
８
８
２
人
の
生
徒
が
参
加
す

る
ま
で
に
拡
大
し
た
。

　

ま
た
16
年
度
か
ら
は
、
高
校
生
が
自

ら
計
画
立
案
し
、
自
ら
の
手
で
構
造
物

を
造
り
上
げ
る
「
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
18
年
度

は
３
校
で
実
施
し
、
参
加
し
た
生
徒
の

多
く
が
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に

建
設
産
業
へ
入
職
し
て
い
る
。

　

調
査
・
設
計
業
検
討
会
議
で
も
建
設

業
同
様
、
入
札
制
度
や
人
材
確
保
な
ど

多
様
な
テ
ー
マ
を
議
論
・
検
討
し
、
多

く
の
改
善
を
実
現
し
て
き
た
。

　

県
発
注
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
お
け

る
受
注
希
望
型
競
争
入
札
導
入
は
、
建

設
業
に
先
立
つ
こ
と
４
カ
月
の
02
年
11

月
。
こ
れ
に
よ
る
落
札
率
の
下
落
は
建

設
業
よ
り
も
大
き
く
、
02
年
11
月
～
03

年
３
月
ま
で
の
平
均
落
札
率
は
46
・
４

％
、
03
年
度
52
・
４
％
、
04
年
度
59
・

４
％
と
い
う
異
常
事
態
を
引
き
起
こ
し

た
。

　

失
格
基
準
価
格
の
算
定
方
法
の
改
定

な
ど
も
あ
っ
た
が
、
検
討
会
議
発
足
前

年
の
07
年
度
も
72
・
２
％
に
と
ど
ま

り
、
検
討
会
議
初
会
合
の
際
、
参
加
団

体
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
測

量
設
計
業
協
会
の
小
山
弘
倫
会
長
（
当

時
）
は
「
寒
い
冬
の
夜
に
、
暖
を
取
る

炭
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
思
い
」
と
述

べ
、
検
討
会
議
が
危
機
的
状
況
の
打
開

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　

当
初
の
参
画
団
体
は
測
協
の
ほ
か
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
長
野
県
連
絡

協
議
会
（
＝
現
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
協
会
長
野
地
域
委
員
会
）、
日
本
補

償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
長
野
県
連
絡

協
議
会
（
＝
現
・
日
本
補
償
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
長
野
県
部
会
）、
県
地
質

ボ
ー
リ
ン
グ
業
協
会
。
09
年
度
か
ら
は

県
建
築
士
事
務
所
協
会
が
加
わ
り
今
日

に
至
る
。

　

調
査
・
設
計
業
検
討
会
議
で
も
、
失

格
基
準
価
格
の
引
き
上
げ
を
含
め
た
低

入
札
対
策
、
納
期
の
平
準
化
、
優
良
技

術
者
表
彰
に
お
け
る
若
手
部
門
の
新

設
、
学
生
・
児
童
を
対
象
と
し
た
就
労

促
進
事
業
な
ど
、
活
発
な
議
論
を
経
て

多
く
の
改
善
や
新
た
な
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。

　

19
年
６
月
21
日
現
在
の
失
格
基
準
価

格
の
設
定
範
囲
は
「
予
定
価
格
の
85
～

90
％
の
変
動
制
」。
18
年
度
の
平
均
落

札
率
（
19
年
２
月
現
在
）
は
89
・
８
％

で
、
会
議
が
発
足
し
た
08
年
度
の
74
・

７
％
に
比
べ
約
15
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。

　

な
お
、
直
近
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

た
の
は
16
年
度
で
、
こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
企
業
の
４
割
弱
が
給
与
の
引
き

上
げ
を
実
施
。県
も「
賞
与
で
は
な
く
、

よ
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

で
応
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
が

た
い
」
と
述
べ
、
改
定
の
目
的
で
あ
っ

た
給
与
等
の
就
労
環
境
改
善
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

　

10
年
史
で
は
、
今
後
の
検
討
事
項
と

し
て
◇
納
期
の
よ
り
一
層
の
平
準
化
◇

地
域
を
支
え
る　

建
設
業
検
討
会
議

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
の
推
進
◇
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
の
推
進
◇
発
注

事
務
に
係
る
受
発
注
者
負
担
の
低
減

（
入
札
制
度
の
簡
素
化
を
含
む
）
◇
低

入
札
価
格
調
査
基
準
の
適
切
な
設
定
◇

地
域
を
支
え
る
調
査
・
設
計
業
の
受
注

機
会
に
配
慮
し
た
総
合
評
価
落
札
方
式

の
検
討
◇
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
つ

な
が
る
入
札
制
度
の
検
討
―
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
。◆　

　

◆　
　

◆

　

両
検
討
会
議
の
発
足
か
ら
10
年
余

り
。
地
域
に
根
差
し
貢
献
す
る
県
内
建

設
関
連
企
業
が
、
将
来
に
わ
た
り
地
域

で
活
躍
で
き
る
た
め
の
在
り
方
や
環
境

整
備
を
検
討
し
、
多
く
の
取
り
組
み
が

実
行
さ
れ
て
き
た
。
８
月
以
降
は
建
設

工
事
の
失
格
基
準
価
格
を
「
予
定
価
格

の
89
・
５
～
94
・
５
％
の
変
動
制
」に

改
定
す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
る
。「
入

札
制
度
の
改
定
が
頻
繁
す
ぎ
る
」
と
い

っ
た
指
摘
も
あ
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
、

よ
り
良
い
制
度
へ
と
歩
み
を
止
め
な
い

積
極
的
な
姿
勢
の
表
れ
で
も
あ
る
。
検

討
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
た
い
。
本
会
議
は
「
行
政
と

業
界
が
率
直
に
意
見
を
交
わ
せ
る
唯
一

の
場
」
な
の
だ
か
ら
。

　

地
域
の
建
設
業
な
く
し
て
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環
境
の
実
現
は
成
し
得
な
い
。
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
ど
れ
だ
け
変
わ
ろ
う
と
も
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
不
変
で
あ
る
。
頻
発
す
る
災
害
や
人
口
減
少
。
地
域
に
根
差
し
貢

献
す
る
建
設
関
連
企
業
が
、
こ
れ
か
ら
も
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
革
新
な
ど
に
よ
る
自
助
努
力
は
も

ち
ろ
ん
、
他
産
業
と
の
人
材
確
保
競
争
も
視
野
に
入
れ
、
建
設
業
行
政
が
よ
り
実
態
に
見
合
っ
た
施
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
長
野
県
で
は
、
県
建
設
部
を
は
じ
め
発
注
部
局
と
県
建
設
業
協
会
、
県
測
量
設
計

業
協
会
な
ど
県
内
調
査
・
設
計
業
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
、
入
札
制
度
や
危
機
管
理
・
維

持
管
理
体
制
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
を
議
論
・
検
討
す
る
「
地
域
を
支
え
る
建
設
業
検
討
会
議
」「
地
域
を
支
え
る
調
査
・

設
計
業
検
討
会
議
」
を
設
置
。
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
改
善
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
両
会
議
が
発
足
10
年
を
機

に
作
成
し
た
10
年
史
な
ど
を
基
に
、
両
会
議
が
建
設
産
業
の
環
境
改
善
に
汗
し
た
軌
跡
を
紹
介
す
る
。

40
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会議では課題を共有し本音の議論が交わされる

調査・設計業会議は県と５団体で構成

長野発 ――

地
域
を
支
え
る
検
討
会
議
10
ｙ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ

地
域
を
守
る
対
話
の
テ
ー
ブ
ル

県
と
県
内
建
設
関
連
団
体
の
本
気

地
域
を
支
え
る
調
査
・

設
計
業
検
討
会
議　
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Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
の

�

活
性
化

　
新
藤
　
川
口
市
の
今
後
の
発
展

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
シ
テ
ィ
は
残
さ
れ
た
最
大
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
と
い
え
ま
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
跡
地
の
開
発
は
30
年
以
上
も
前

か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
私
も
川

口
市
議
会
議
員
だ
っ
た
28
年
前

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
跡
地
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
に
所
属
し
て
お
り
ま
し

た
。
市
街
地
内
に
残
さ
れ
た
大
規

模
空
地
の
開
発
は
、
市
の
長
年
の

懸
案
な
の
で
す
。

　

上
青
木
地
区
は
地
政
的
に
川
口

の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
は

川
口
、
戸
田
、
蕨
、
草
加
と
い
っ

た
県
南
部
の
中
心
で
も
あ
り
ま

す
。
地
域
の
未
来
に
夢
と
希
望
を

も
た
ら
し
、
か
つ
実
際
に
街
の
活

力
と
な
る
よ
う
な
開
発
が
必
要
で

す
。「
映
像
・
情
報
関
連
産
業
を

核
と
し
た
次
世
代
産
業
の
導
入
・

集
積
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
今
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
構
想
が
あ
り
ま
し

た
が
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
は
、
昨
年
の
12
月
25

日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
）

と
川
口
市
が
土
地
の
交
換
を
行
う

と
正
式
に
発
表
し
、
交
換
後
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
渋
谷
の
放
送
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
に
併
せ
ス
タ
ジ
オ
な

ど
の
機
能
を
一
部
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

い
う
世
界
有
数
の
放
送
機
関
の
ス

タ
ジ
オ
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
移

っ
て
く
る
こ
と
は
、
川
口
の
よ
り

一
層
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
渋
谷
放
送
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
は
、
老
朽
化
や
手
狭
と
い

っ
た
問
題
に
加
え
、
首
都
直
下
型

地
震
な
ど
に
備
え
た
公
共
放
送
の

機
能
分
散
と
い
う
面
も
あ
り
、
川

口
が
首
都
機
能
の
一
翼
を
担
う
こ

と
に
な
る
と
い
う
意
義
も
あ
り
ま

す
。

　

私
は
こ
の
機
会
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
進

出
用
地
以
外
の
、
県
と
市
が
保
有

す
る
残
り
の
土
地
を
含
め
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
跡
地
全
体
の
新
し
い
開
発
計
画

を
打
ち
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
県
と
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
参
加
し

た
開
発
協
議
会
が
す
で
に
で
き
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
こ
の
協
議
会

で
ス
タ
ジ
オ
が
来
る
こ
と
を
前
提

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
例

え
ば
技
術
研
究
部
門
な
ど
も
含
め

て
さ
ら
な
る
移
転
可
能
性
を
追
求

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
情
報
・
映
像

産
業
の
集
積
」
で
す
が
、
コ
ン
テ

ン
ツ
や
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

た
新
た
な
産
業
や
教
育
の
試
み
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
可
能
性
を
総
合
的
・
複
合
的
な

観
点
か
ら
検
討
し
、川
口
、埼
玉
、

日
本
に
と
っ
て
有
効
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
よ
う
な
計
画
と
な
る

よ
う
検
討
を
加
速
し
て
い
き
ま

す
。

　

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
の
最
大
の
弱

点
は
ア
ク
セ
ス
性
で
す
。
京
浜
東

北
線
の
西
川
口
、
川
口
駅
か
ら
バ

ス
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
埼
玉

高
速
鉄
道
の
鳩
ヶ
谷
駅
か
ら
約
１

７
０
０
ｍ
ほ
ど
で
す
が
、
歩
く
に

は
少
し
長
い
距
離
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
と
鳩
ヶ
谷

駅
と
を
結
ぶ
新
設
の
道
路
上
に
、

自
動
運
転
バ
ス
を
走
ら
せ
ら
れ
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
国
の
補

助
採
択
を
受
け
て
の
実
験
が
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
年

間
の
実
験
で
す
が
、
衛
星
測
位
情

報
や
レ
ー
ダ
ー
、
セ
ン
サ
ー
情
報

と
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端
技

術
を
組
み
合
わ
せ
、
密
集
市
街
地

初
の
自
動
走
行
の
実
装
を
実
現
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、

新
た
な
川
口
市
立
高
校
が
開
校
し

ま
し
た
。
情
報
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
先
進
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
よ
る
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
た
生
徒
が
活
躍
で
き
る
よ
う

な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

川
口
駅
へ
の
Ｊ
Ｒ
湘
南

新
宿
ラ
イ
ン
停
車

　
新
藤
　
川
口
駅
に
は
京
浜
東
北

線
し
か
停
ま
り
ま
せ
ん
。
単
線
の

駅
な
が
ら
埼
玉
県
内
の
乗
降
客
数

は
３
位
で
す
。
１
位
は
大
宮
駅

で
、
２
位
は
浦
和
駅
。
川
口
は
２

位
だ
っ
た
の
で
す
が
、
浦
和
駅
に

湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
が
停
車
す
る
よ

う
に
な
り
逆
転
し
た
の
で
す
。
人

口
30
万
人
以
上
の
街
で
、
中
距
離

電
車
が
停
ま
ら
な
い
の
は
全
国
で

川
口
駅
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

都
内
で
山
手
線
の
事
故
が
あ
る

と
、
並
行
し
て
走
る
京
浜
東
北
線

も
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
と
な
り
、
川
口

駅
は
満
員
の
ま
ま
通
過
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

び
に
川
口
駅
は
ホ
ー
ム
に
人
が
あ

ふ
れ
、
改
札
口
が
閉
鎖
と
な
り
、

人
々
は
駅
舎
は
お
ろ
か
デ
ッ
キ
に

ま
で
あ
ふ
れ
出
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

朝
の
通
勤
混
雑
と
ダ
イ
ヤ
の
不

安
定
性
は
、
川
口
の
弱
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
利
便
性
は
、
住

む
街
を
選
択
す
る
と
き
の
重
要
な

要
素
で
す
。
川
口
駅
に
複
数
の
路

線
を
入
れ
て
弱
点
を
克
服
す
る
こ

と
は
、
川
口
の
未
来
を
よ
り
明
る

く
す
る
こ
と
に
直
結
す
る
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
東
北
線
の
停
車
や

京
浜
東
北
線
の
川
口
駅
始
発
な

ど
、
昭
和
の
頃
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
を
Ｊ
Ｒ
に
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
工
事
上
の
問
題
な

ど
技
術
的
・
物
理
的
理
由
か
ら
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
な
ん
と
し
て
も
川
口
駅
に

中
距
離
電
車
を
停
め
た
い
と
い
う

想
い
で
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
Ｊ
Ｒ

と
交
渉
を
続
け
て
い
ま
す
。
市
民

に
署
名
を
呼
び
掛
け
れ
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
に
集
ま
り
ま
す
。「
ま

だ
停
め
ら
れ
な
い
の
か
」「
頑
張

れ
」
と
い
う
激
励
も
沢
山
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
に
は
毎
年
、
停
車
を
願
う

市
民
の
声
と
共
に
定
期
的
に
要
望

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で

私
た
ち
が
願
っ
て
も
実
現
で
き
な

い
の
は
原
因
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
に
よ
る
と
、
中
距
離
電
車

は
目
的
地
に
早
く
到
達
す
る
速
達

性
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
の
停
車

駅
で
あ
る
隣
り
の
赤
羽
駅
と
川
口

駅
で
連
続
停
車
と
な
れ
ば
、
急
行

電
車
と
し
て
の
速
達
性
が
低
下
し

て
し
ま
う
、
加
え
て
湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
の
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑

率
は
１
６
０
％
を
超
え
、
川
口
駅

で
停
ま
っ
て
も
人
が
乗
れ
る
余
地

が
な
い
た
め
難
し
い
、
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

線
路
の
拡
幅
や
ホ
ー
ム
新
設
な
ど

工
事
上
の
物
理
的
な
障
害
は
な

い
、
と
の
回
答
も
得
て
お
り
、
電

車
運
行
上
の
課
題
さ
え
克
服
で
き

れ
ば
明
る
い
展
望
が
見
え
る
と
こ

ろ
ま
で
交
渉
は
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。

　

川
口
市
は
電
車
を
停
め
る
た
め

の
新
し
い
ホ
ー
ム
建
設
用
地
も
確

保
し
て
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
か
ら

は
、
こ
こ
ま
で
熱
心
に
、
土
地
を

用
意
し
建
設
費
負
担
の
話
も
含
め

て
要
請
し
て
く
る
の
は
、
全
国
で

川
口
だ
け
と
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
長
年
の
活
動
が
実

り
、
昨
年
末
の
要
望
の
際
に
は
、

つ
い
に
Ｊ
Ｒ
よ
り
具
体
的
な
調
査

に
つ
い
て
初
め
て
言
及
が
あ
り
ま

し
た
。
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

私
は
Ｊ
Ｒ
に
対
し
「
こ
の
交
渉
は

停
ま
る
ま
で
続
け
る
」
と
い
う
決

意
を
伝
え
、
最
後
ま
で
粘
り
強

く
、
誠
意
を
持
っ
て
働
き
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｇ
空
間
活
用
の
展
望

 

新
藤
　
正
式
に
は
地
理
空
間
情

報
活
用
技
術
と
言
い
ま
す
。
私
は

議
員
立
法
で
あ
る
地
理
空
間
情
報

活
用
基
本
法
の
法
案
提
出
者
で
あ

り
、
国
会
を
通
す
た
め
に
苦
労
し

な
が
ら
成
立
さ
せ
ま
し
た
。（
平

成
19
年
５
月
30
日
）。
Ｇ
空
間
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
地
理
空
間
情

報
を
使
っ
て
世
の
中
を
便
利
に
、

安
心
、
快
適
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
新
し
い
技
術
や
産
業
を
創
ろ

う
と
い
う
社
会
を
変
革
す
る
大
き

な
取
り
組
み
で
す
。
し
か
し
、
地

理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
で

は
長
く
て
意
味
が
伝
わ
り
に
く
い

の
で
、
愛
称
と
し
て
地
球
上
の
空

間
を
意
味
す
る
ジ
オ
ス
ペ
ー
シ
ャ

ル
の
Ｇ
を
使
い
、
Ｇ
空
間
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

Ｇ
空
間
技
術
は
第
４
次
産
業
革

命
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。
自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
、
無

人
農
業
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
新
し
い

技
術
を
安
全
快
適
に
使
う
た
め
の

デ
ー
タ
を
提
供
し
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
が
必
要
で
す
。
そ
の
基
幹
と

な
る
の
が
Ｇ
空
間
技
術
な
の
で

す
。
自
動
走
行
、
農
業
、
林
業
な

ど
産
業
分
野
に
加
え
、
地
震
、
津

波
、
大
規
模
火
災
な
ど
の
被
害
予

測
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
災
害
避
難
・
救
援
活
動
に
も

大
き
な
貢
献
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
に
は
会
場
案
内
や
混

雑
情
報
の
提
供
に
も
役
立
て
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
き

ほ
ど
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
と
鳩
ヶ

谷
駅
と
を
結
ぶ
自
動
運
転
バ
ス
の

実
験
も
、
実
は
Ｇ
空
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
の
で
す
。
世
界
を
変
え
る

夢
の
３
大
科
学
技
術
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
す
ぐ
そ

こ
に
あ
る
未
来
で
す
。
こ
の
新
し

い
技
術
を
現
実

社
会
に
実
装
す

る
た
め
に
活
動

し
て
い
る
の

が
、
私
が
委
員

長
を
務
め
る
自

民
党
・
Ｇ
空
間

社
会
実
装
委
員

会
な
の
で
す
。

少
子
・
高
齢

化
、
人
口
減
少

社
会
と
な
る
日

本
に
お
い
て
、

地
域
生
活
を
維

持
し
、
生
産
性

を
高
め
、
持
続

可
能
な
経
済
成
長
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

建
設
業
者
へ
の

�

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
藤　

川
口
は
人
口
が
60
万
人

を
超
え
て
、
政
令
指
定
都
市
を
除

き
全
国
で
第
３
位
と
い
う
大
き
な

街
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
47
都
道

府
県
の
う
ち
、
人
口
が
増
え
て
い

る
の
は
７
都
県
し
か
な
く
、
埼
玉

は
そ
の
一
つ
で
す
。
し
か
も
伸
び

て
い
る
の
は
県
南
の
川
口
市
、
さ

い
た
ま
市
な
ど
だ
け
で
あ
り
、
伸

び
ゆ
く
埼
玉
を
支
え
る
川
口
市

は
、
街
の
住
み
や
す
さ
や
魅
力
度

で
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
昨

年
の
戸
建
て
新
築
住
宅
着
工
件
数

で
全
国
１
位
が
川
口
市
で
す
。

　

東
京
に
近
い
都
市
の
中
で
も
川

口
を
選
ぶ
人
が
増
え
て
い
る
の
は

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
一
方
で
、
川
口
市
の
市
民
所

得
は
全
体
で
約
１
兆
３
０
０
０
億

円
で
す
が
、
そ
の
う
ち
９
０
０
０

億
円
は
東
京
か
ら
の
給
与
所
得
な

ど
、
市
外
か
ら
の
所
得
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
内
か
ら
所
得
を
得
て

い
る
の
は
２
３
０
０
億
円
分
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
川
口
は
選
ば
れ
て

い
て
、
大
き
な
伸
び
が
あ
る
街
で

す
が
、
街
の
中
で
の
就
業
機
会
、

消
費
を
さ
ら
に
増
や
さ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
人
口
一
極
集
中
の

東
京
都
で
す
ら
、
２
０
３
０
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
後
は
人
口
が

減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
東
京
に
住
み
き
れ
な

い
人
々
が
そ
の
周
辺
に
集
ま
っ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
東
京
都
が

人
口
減
少
期
に
入
っ
た
際
に
は
、

周
辺
都
市
の
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド

は
恐
ろ
し
い
速
さ
と
な
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
残
さ
れ
た
期
間
・
時

間
の
中
で
、
川
口
の
魅
力
を
高

め
、
暮
ら
し
や
す
く
、
仕
事
が
あ

り
、
消
費
す
る
人
を
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
将
来
の
発
展
が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
商

店
街
の
活
性
化
も
含
め
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
い

く
。
そ
こ
か
ら
街
の
未
来
が
見
え

て
き
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
増
え
れ
ば
、
工
場
の
増
築
、
進

出
企
業
の
社
屋
建
設
、
住
宅
の
建

築
な
ど
仕
事
が
増
え
ま
す
。
街
の

魅
力
が
高
ま
り
、
活
性
化
が
進
め

ば
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
建
設
業
の

需
要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
建
設

関
連
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
レ

ベ
ル
を
高
く
し
て
お
く
こ
と
も
、

実
は
川
口
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
政
治
、
行
政
、
業
界
、
市

民
が
う
ま
く
リ
ン
ク
し
て
、
お
互

い
に
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
（
自
民
党
政
調
会
長
代
理
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
地
元
・
川
口
市
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
シ
テ
ィ
活
性
化
や
、
川
口
駅
へ
の
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
停
車
な
ど
に
つ
い
て
、
展
望
を
聞
い
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｉ

Ｐ
シ
テ
ィ
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
渋
谷
か
ら
の
ス
タ
ジ
オ
等
の
機
能
移
転
を
計
画
し
て
い
る
。
新
藤
議
員
は
「
情

報
映
像
産
業
の
集
積
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
移
転
を
起
爆
剤
と
し
、
川
口
、
埼
玉
、
日
本
に
必
要
な
機
能
を

備
え
た
街
づ
く
り
を
行
い
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
停
車
に
つ
い
て
は
、
長
年
に

わ
た
り
続
け
て
い
る
要
望
活
動
と
具
体
的
な
提
案
に
よ
る
市
側
の
熱
意
が
伝
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
側
に
前
向
き
に

検
討
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。「
楽
観
は
で
き
な
い
が
、
停
ま
る
ま
で
交
渉
す
る
、
と
い
う

決
意
の
も
と
粘
り
強
く
働
き
掛
け
た
い
」
と
の
考
え
を
述
べ
た
。
ま
た
新
藤
議
員
は
自
民
党
の
Ｇ
空
間
社

会
実
装
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。
Ｇ
空
間
（
地
理
空
間
情
報
技
術
）
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
や
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
社
会
に
実
装
す
る
こ
と
で
「
少
子
・
高
齢
化
で
働
く
人
が
減
っ
て
も
、
生
産
性
を
上
げ
成
長
で

き
る
経
済
社
会
を
実
現
し
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

自由民主党所属。現在7期目。1996年衆議院議員選挙初当選。総務大臣、経済産業副
大臣などを歴任。現在は党政調会長代理。明治大学文学部卒業。川口市出身、61歳。

新し

ん

藤ど

う 

義よ

し

孝た

か  

衆
議
院
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
の
全
景

地
元
・
川
口
市
へ
の
思
い
を
語
る
新
藤
議
員

ＳＫＩＰシティ ＮＨＫ機能移転を起爆剤に
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